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一般国道2号、岡山市長岡から岡山市原尾島の4.2kmの区間は、岡山市周辺地域と

市中心部との交通が集中することから朝夕を中心に交通渋滞が発生し、一般の利用

者の方々のみならずバス利用者の方々にもご迷惑をおかけしてきました。そのため、

建設省では交通渋滞の軽減と公共交通の円滑化を図る目的で当該区間の拡幅事業を

進めてきました。

この拡幅工事区間である百間JIIの周辺には原尾島遺跡、沢田遺跡があることから、

本工事に先立ち岡山県教育委員会と協議を重ね、工事によって影響のある遺跡部分

についての記録保存を行うため、委員会に発掘調査を委託してまいりました。

この発掘調査の結果、各遺跡において縄文土器、弥生土器等の土器類、紡錘車、

円板等の土製品類、石鍬等の石器類、二股鋤等の木器類等が発見されるに至りまし

た。

本書は、これらの遺跡の発掘調査の記録であり、これが埋蔵文化財に対する認識

と理解を深めるとともに、学術・文化等のために広く活用されることを心から期待

いたします。

末筆ながら、この発掘調査並びに本書の編集に当たられる岡山県教育委員会をは

じめとする関係各位のご尽力に対し、深甚なる謝意を表します。

平成12年12月

建設省中国地方建設局

岡山国道工事事務所長岩崎泰彦
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岡山県の南部平野、とくに岡山市のほぽ中央部を南北に貰流する旭川の下流域は、縄文

時代後期の頃（約3,500年前）から徐々に沖積化が進み、弥生時代の当初から肥沃な穀倉

地帯であったことが、岡山市内各地の発掘調査、なかでも長年にわたる百間川の河川敷の

調査で、より明らかになってきました。この百間川の調査では、微高地上に縄文時代後期

から中世にかけての生活跡がみつかり、さらに各微高地間の低位部には、とくに弥生時代

後期末（約1,750年前）の水田がほとんど隙間無く広がることが判明しています。

このたび、一般国道2号線百間川橋付近の道路拡輻および交差点改良事業が建設省岡山

国道工事事務所によって施工されるにあたり、岡山県教育委員会はそれに先立ち埋蔵文化

財の取り扱いについて協議を重ねてまいりました。その結果、一部の工事幅の狭い部分に

ついては工事立会と確認調査とし、そのほかの大半については百間川周辺への遺跡の広が

りが予想され、遺構の存在が確実なため記録による保存処置をとることになりました。

発掘調査は、工事に先行して平成6・7年度に百間川以西の原尾島遺跡、平成11年度に

百間川以東の原尾島遺跡と沢田遺跡を終了し、調査終了後平成11年度中の報告書整理期間

を経て、ここに報告書の刊行となりました。

本書に収録の成果は、百間川の周辺にも面的に弥生時代後期末の水田が広く認められる

こと、部分的に弥生時代後期前半の水田面も 2-----3面存在することや古墳時代前期の水田

面も存在すること、古墳時代後期の水田畦畔が真北を基準にしたように東西方向に認めら

れ、あたかも条里制の萌芽がこの時期にあったことを予測させるなどの資料が得られたこ

とにあります。また、遺物も弥生時代前期から中期にかけての土器が比較的多量に出士し

ていて、とくに弥生前期土器は一部層位的な取り上げができ、今後の型式編年の参考にな

ると思われます。

本書が、今後の歴史研究の基礎資料として生かされるとともに、埋蔵文化財の保護・保

存のため有効に活用されるよう、願うところです。

最後になりましたが、発掘調査の実施ならびに報告書の作成にあたり、建設省岡山国道

工事事務所をはじめ関係各位から暖かい御理解と多大な御協力を賜りました。記して、衷

心より厚くお礼申し上げます。

平成12年12月

岡山県古代吉備文化財センター

所長正岡睦夫
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本報告書は、一般国道2号藤原交差点他の改良工事に伴い、建設省中国地方建設局の委託を受け、

岡山県教育委員会が1994(平成6)年11月、 1995(平成7)年7月-12月、 1999(平成11)年4月

----8月に発掘調査を実施した原尾島遺跡・沢田遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は岡山県古代吉備文化財センターが担当し、本報告書掲載の発掘調査区・担当者・期間

は、本文の表 1に示すとおりである。

本報告書の作成は、 1999(平成11)年 9月に岡山県古代吉備文化財センター柳瀬昭彦・大森充

宏• 杉山一雄・梶藤智之が、引き続いて10月から翌年 3 月までは柳瀬• 梶藤が担当した。なお、遺

物の写真撮影には江尻泰幸氏の協力を得、遺物の実測・トレースなどについては整理の体制のとこ

ろに明記した方々の助力を得た。

本文の執築は、第 1・2・6章を柳瀬、第3章を岡本寛久、第4章を梶藤、第5章を杉山がそれ

ぞれ分担した。また、百間川右岸側の原尾島遺跡分の編集は岡本が担い、同左岸側の原尾島・沢田

遺跡分を含む全体の編集および調整は柳瀕が担った。

本報告書に関係する遺物の一部について、鑑定• 同定あるいは分析を次の諸氏ならびに機関に依

頼し、有益な教示を得るとともに、後二者から報文をいただいた。記して厚くお礼申し上げる。

護（倉敷芸術科学大学教養学部）

富岡直人（岡山理科大学理学部）

石材鑑定

獣骨鑑定

妹尾

土壌分析、樹種および種実同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

6
 
出士遺物ならびに図面・写真類は、岡山県古代吉備文化財センター

保管している。

（岡山市西花尻1325-3) に
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本書に用いた高度は海抜高である。

遺跡位置・遺構配置・遺跡分布等の図の方位は、国土座標系の座標北を基準とし、各遺構の方位

は磁北である。なお、遺跡付近の磁北は西偏 6゚ 30'である。

本書に用いた時代・時期区分は執築者の意向に添って統一しておらず、一般的な政治史区分に準

拠し、世紀等も併用している。また、土層の土色は各調査者の記述に従った。

遺構および遺物実測図の縮尺は、基本的には次のとおりに統一している。なお、例外は各々に明

記している。遺構：遺構配置 1/500 (第3・4章） ・1/300 (第5章）、土城1/30、溝 1/30・ 

1 /60、土層断面 1/80、遺物：土器• 木器 (w)1/4、石器 (s)・士製品 (c)1/2 

本文中の図表・遺物の各番号は各章をまたがっての連番であるが、遺構番号は各遺跡（第3......... 5 

章）単位ごとの通しである。

本書掲載の第2図は、国土地理院の 1/25000地図の「岡山南部・同北部」を複製・縮小し、ま

た第 3図の位置屈は同地図の「岡山北部」を複製し、それぞれ加築して使用した。
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第 1章 地理的・歴史的環境

第1章地理的・歴史的環境

本書にかかる遺跡に隣接する百間川は、中国山地に源を発し吉備高原を深く削って流下する旭川の

放水路であり、江戸時代初め頃の寛文9年 (1669年）から貞亨4年 (1687年）にかけて造られたとさ

れている。遺跡周辺は、旭川によって運ばれた土砂の沖積に伴って形成された広義の岡山平野の南東

部に位置し、旭川東岸平野（旭東平野）の南端にあたる。

この旭東平野を中心とし、それを望む丘陵をも含めて、今のところ先土器時代の足跡は操山丘陵の

旗振台古墳北部遺跡（註 1)のナイフ形石器とサヌカイトの剥片少量の表採によって、わずかに知れ

る程度である。

縄文時代の遺構・遺物は、今のところ平野部のみ認められている。発見の発端になったのは、 1959

年に国道2号線百間川橋の橋脚部の工事に伴って出土した土器が、近藤義郎氏によって縄文時代晩期

であることが確認されたことに始まる。その後、山陽新幹線建設工事に伴い調脊された雄町遺跡（註

2)でも晩期士器の出±を得て、沖積平野への縄文人の進出が十分に予測されるに至った。

百間川改修工事に伴う全面発掘調査が開始された1977年度以降、百間川原尾島遺跡や同沢田遺跡の

微裔地上あるいは端部、 1日河道からも縄文±器の出±が相つぎ、本書掲載調脊においても数点の出土

をみている。これらのうち、現在までに最も古い時期を示しているのは1979年度調査の百間川沢田遺

跡（註3)のl日河道から出士した中期の士器片である。いっぽう、中期までは遡れないものの、同年

度調脊の百間川沢田遣跡の微高地縁辺部から比較的大形で摩滅の少ない後期末の突帯文±器片が出土

したことにより、後期末段階での居住が推測され、そして1984年度調査の百間川原尾島遺跡（註4)

や1987年度調脊の百間川沢田遺跡（註5)の微高地上に、後期後半の条痕文士器片の散布と火どころ、

後者からはさらにドングリ貯蔵穴なども発見され、縄文時代後期には沖積地の一部がキャンプ地ある

いは定住地に近い形で利用されていたことが明らかになってきた。

縄文時代晩期の遺物は、雄町遺跡をはじめ百間川遺跡群のすべてから見つかっており、地形からそ

の存在が予測される三角州状の微高地のほとんどは、生活の場であったと推察される。しかし、出土

第1図遺跡位置 (1/200万）

遺物が確実に遺構に伴って出土した例が少なく、すでに水田

耕作をおこなっていたことを想起させる太形蛤刃石斧や打製

石鍬さらに石包丁形石器などの、遺物として良好な資料もあ

るが、遺構配置等から導かれるところの具体的な集落のあり

方は、今ひとつ不明である。また、 1993年度の沢田遺跡（註

6)の調査で認められていた縄文晩期士器包含層は、晩期水

田である可能性もあったが、分析（註7)でははっきりとし

た結果は得られていない。

弥生時代前期の遺跡は、縄文時代晩期から続いて同様の遺

跡に認められているが、いずれも前期前葉の時期が欠けてい

る。百間川遺跡群では、前期中葉以降の遺構の残存状況は比

較的良好で、とくに百間川沢田遺跡から見つかった環濠に囲
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第1章 地理的・歴史的環境

まれる領域（約90X JQQmの楕円形の範囲）には竪穴住居が4軒、円形周溝遺構2基等で集落が構成

されており（註3)、前期中葉の段階でこの地にも防禦施設の必要な緊張関係が顕在していたとみら

れる。そのほか、環濠とは旧河道を挟んで、憐の微高地上の撓みには前期後半の小区画水田が2面

（註3)、百間川原尾島遺跡でも同様の水田が1面（註8)検出され、立地・規模・形態などの初期水

田のあり方に新知見を得ている。

A

B

C

1

2

3

4

5

 

原尾島遺跡（百間川以西）

原尾島遺跡（百間川以東）

沢田遺跡

百間川原尾島遺跡

百間川沢田遺跡

百間川兼基•今谷遺跡

百間川米田遺跡

備前車塚古墳

6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
 

唐人塚古墳

賞田廃寺

四御神山の上古墳

井寺廃寺

山王山古墳

乙多見遺跡

雄町遺跡

赤田遺跡

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

幡多廃寺

中井・南三反田遺跡

備前国府推定地

沢田大塚古墳

兼基鳥坂銅鐸出土地

金蔵山古墳

旗振台古墳

操山103号古墳

2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
 

湊茶臼山古墳

網浜茶臼山古墳

操山109号古墳

網浜廃寺

一本松古墳

神宮寺山古墳

天穎遺跡

第2図 周辺遺跡分布 (1/50000)
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弥生時代中期の遺跡は、前出の遺跡のほか赤田遺跡（註9)、乙多見遺跡（註10) などがある。調

査面積にもよるが、そのうち百間川兼基・ 今谷遺跡（註11)が遺構・遺物の量・質ともに他を圧倒し

ており、この時期の母村的位置を占める。とくに、 20数棟にものぽる掘立柱建物群は、規模・配置等

からしても単に倉庫群というより住居群の性格が強いと考えられ、最近西日本各地でも類例が増加し

つつある。ただ、周辺から多量のガラス溶滓が出士していることから、ガラスそのものあるいは溶滓

を副産物で排出するようなモノを製造した工房址群の可能性も捨てきれない。直接の関連性はないも

のの、この遺跡を北に望む操山丘陵の谷部から 3口の銅鐸が出土（註12) していて、注目される。そ

のほか、この時期の水田は百間川沢田遺跡から同原尾島遺跡にかけての微高地端部、あるいは低位部

の比較的狭い範囲に認められ、小区画ながら細長く部分的に五角形が混じる形態を示す（註3・13)。

さらに、微高地上には用水路や一部に井堰も検出されていて、灌漑技術も完成されていたとみられる。

弥生時代後期になると、旭東平野に散在する三角朴I状の微高地の核は安定し、微高地間を分断して

いた大小の河道や低位部も堆積作用によってある程度埋没し、その条件下で中期とは比較にならない

ほど、集落の大規模化や飛躍的な水田の拡大化が認められる。なかでも、百間川原尾島遺跡の微高地

上はとくに遺構密度が高く、後期のほぽ全般を通じて母村的集落の一つであった（註14)とみてよい。

そして、その周辺は言うに及ばず、約 3kmも離れた百間川今谷遺跡の東端までの微高地間に、ほとん

ど隙間なく水田の拡がりが展開し、さらにそれらが各微高地の縁辺部に沿って掘削された濯漑水路と

有機的に結ばれ機能している様子も捉えられている。これらの状況は、確かに自然環境にも恵まれた

地勢にもよるが、経済的自立を背景として社会的にも技術的にも成長が急激に進んだ結果だと思われ、

後期の段階での共同体内部の成熟度をうかがわせる。しかしながら、後期末には旭川の両岸を含む広

範囲にわたって大洪水に見舞われ、水田の全域が洪水砂で埋没しただけに止まらず微高地上にも及び、

生産基盤を失っただけでなく集落構成のうえでも壊滅的な打撃を被ったことは、想像に難くない。

そして、埋没した水田そのものはその後復旧されることなく、古墳時代初頭になって洪水砂の上部

堆積層の一部が水田に利用されていることが、最近になって本書掲載の原尾島遺跡（百間川以東）の

調査区、および隣接する市道調査区（註15)の辺りにのみ確認されるに至った。また、古墳後期の水

田は前者の調企区で2面が検出されているが、百間川遺跡群の調査のおよぶ範囲では今のところ古墳

時代を通じて面的には捉えられていない。

旭東平野を取り巻く丘陵上には、第2図のように多くの古墳が存在する。古墳は竜の口丘陵に約90

基、山王山丘陵に約20基、操山丘陵に約120基を数え、その多くは後期の小円墳であるが前半期の円

墳も約30基ほど含まれる。そのうち最古級の出現期の古墳として、備前車塚古墳（註16) ・宍甘山王

山古墳（註17) ・操山109号墳（註18) などの中規模前方後円（方）墳がそれぞれの丘陵に存在し、

とくに操山丘陵ではそののち網浜茶臼山古墳（註18)→湊茶臼山古墳（註19)→金蔵山古墳（註20)

と続く首長墳の系譜がたどれる。金蔵山占墳以降、この地域では 5世紀代には前方後円墳は築造され

ておらず、ほかでも操山山頂の旗振台古墳（註21)や竜の口山裾の四御神上の山 1号墳（註22)など

の中小規模の方墳が調査例で知られるに過ぎなかった。そののち、 1989年調査の中井• 南三反田遺跡

（註23)で、 5世紀後半から 6世紀初めの時期の数基の古墳が沖積平野の真ん中に確認され、百間川

原尾島遺跡などで検出されているほぼ同時期の寵付き住居群や掘立柱建物群などで構成されるような

ー集団との比較において、とくに古墳の立地を視野に入れての集団関係の検討も必要になってきた。

後期古墳は、前述のように丘陵尾根や山裾に群集するが、そのうち竜の口山丘陵の山裾の唐人塚古
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墳（註24) ・ 四御神権藤塚古墳、操山丘陵裾の沢田大塚古墳（註25)や操山11号 ・51号墳のように、

比較的大形の横穴式石室をもつ古墳も数基混じる。ともあれ、後期古墳と微裔地上の集落との関係は

今ひとつ明らかでなく、終末期の古墳と同時期の集落についても同様である。

なお、紙面の都合で奈良時代以降は割愛する。以上、この章は註6文献の第 1章を基調にして部分

的に書き改めたものである。
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第 1節発掘調査に至る経過

第2章発掘調在および報告書作成の経緯

第1節発掘調査に至る経過

建設省岡山国道工事事務所は、岡山県南部を東西に結ぶ一般国道2号線のとくに岡山市街地周辺の

交通渋滞緩和の策として、岡山市原尾島の百間川西詰め原尾島交差点から岡山市長岡に至る約4.2km

について道路拡幅および交差点改良事業を策定した。そして、工事に先立ち平成 6年 9月に文化財保

護法第57条の3に基いて岡山県教育委員会と協議に人り、平成 6年度の調査は道路拡幅工事に先行す

る歩道橋の基礎部分約30niについて11月に実施し、平成7年度は原尾島交差点から百間川橋西詰めま

での約380m間の拡幅部分 (1,720面）を 7月から12月まで実施することで基本的に合意した。

また、百間川橋東詰め以東は平成10年度から再度協議に上り、岡山市高屋から神下の拡幅部分は幅

が狭く既存構造物による削平が著しい等の理由で、遺跡の予想される 3か所を確認（立会）調査の結

果により再協議、そして藤原交差点付近の 2か所（約713面）は、平成11年 3月の文化財保護法第57

条の 3に基く協議により、同年4月から 6ヶ月間の予定で全面調企を実施することとなった。

第2節 発掘調査および報告書作成の体制

発掘調査および報告書作成事業は、岡山県教育委貝会が建設省岡山国道工事事務所から委託を受け、

発掘調査は平成6年度11月と平成7年7月---12月、および平成11年度4月----8月（予定より 1ヶ月短

縮）、報告書作成は同 9月..........3月に実施した。なお、平成10年度工事に先立つ確認（立会）調査は、

平成10年10月に県文化課が行った。

発掘調査にかかる調査貝は、平成 6年度は 1名、平成 7年度は 3名、平成11年度は 4名で当たり、

報告書作成は 9月が4名、 10月以降は 2名で担った。以下に、組織の体制を記す。

発掘調査 岡山県古代吉備文化財センター

平成 6年度 所 長 河本 清

岡山県教育委貝会 次 長 葛原克人

教育長 森崎岩之助 ＜総務課＞

岡山県教育庁 総務課長 丸尾洋幸

教育次長 岸本憲― 課長補佐（総務係長） 杉田卓美

文化課 主 査 石井善晴

課 長 大場 {舌':{- 主 任 三宅秀吉

課長代理 松井新 ＜調査課＞

課長補佐（埋蔵文化財係長） 高畑知功 調査第三課長 柳瀬昭彦

主 任 若林一憲 課長補佐（第一係長） 江見正己
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第2章発掘調査および報告書作成の経緯

文化財保設主査 内藤善史 文化財保護主任 三宅勝己

平成7年度 発掘調査・報告書作成

岡山県教育委員会 平成11年度

教育長 森崎岩之助 岡山県教育委員会

岡山県教育庁 教育長 黒瀬定生

教育次長 黒瀬定生 岡山県教育庁

文化課 教育次長 宮野正司

課 長 大場 泊‘古2 文化課

課長代理 樋本俊― 課 長 松井英治

夫多 事 葛原克人 課長代理 佐々部和生

課長補佐（埋蔵文化財係長） 高畑知功 矢多 事 正岡睦夫

主 任 若林 憲 課長補佐（埋蔵文化財係長）松本和男

岡山県古代吉備文化財センター 主 任 奥山修司

所 長 河本 、旧、主 岡山県古代吉備文化財センター

次 長 高塚恵明 所 長 葛原克人

次 長（文化課本務） 葛原克人 次 長 大村俊臣

＜総務課＞ ＜総務課＞

総務課長 丸尾洋幸 総務課長 小倉 昇

課長補佐（総務係長） 井戸丈― 課長補佐（総務係長） 安西正則

総務主幹 守安邦彦 主 査 ．山本恭輔

主 査 石井善睛 く調査第三課＞

主 任 木山伸 課 長 柳瀬昭彦

く調査第三課＞ 課長補佐（第一係長） 山磨康平

課 長 柳瀬昭彦 文化財保護主査 大森充宏

課長補佐（第二係長） 岡本寛久 文化財保護主事 杉山 雄

文化財保護主査 内藤善史 主 事 梶藤智之

報告書作成協力者：峠田秀子・三垣佐知子
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第3節 発掘調査および報告書作成の経過

第 3節 発掘調脊および報告書作成の経過

l 確認（立会）調査

全面調査に先立ち、建設省国道工事事務所との協議を経て、工事の先行する 3か所（①～③）につ

いて確認（立会）調査を実施した。以下は各か所の調査概要である。

①岡山市高屋地内国道2号線拡幅部分の高屋遺跡（吉陣前） 平成10年10月12日 立会

②岡山市兼基地内国道2号線拡幅部分の高屋遺跡（タイム前） 平成10年10月5日 確認

③岡山市神下地内国道2号線拡幅部分の兼基遺跡 平成10年10月14日立会

概要

①は現地表下約80cmで旧水田面に至り、断面図の 1・2層は最近までの水田層、 3層は中世の水

田層と思われる。この地点は工事掘削の深さがlm強のため、以下については確認できていない。

②は道路に沿った約30m間に 3か所のトレンチを設定し、掘り下げた。 3か所ともにほぼ同様の

層位が観察され、造成前の水田面下約30mに砂層 (4層）、その下部に粘土層 (5・6層）が続く。

遺物が出土していないので確信はないが、百間川低水路の調査結果を参考にすれば4層が弥生時代

末の洪水砂、 5・6層が同水田層の可能性もある。しかし、この地点は造成土が厚く調杏可能幅も

狭いため、全面調査には危険が伴うと判断された。

③は現地表下約130cmで旧水田面に至り、その下部約30cmの深さの 3層には平安～中世の士器片

が認められた。その下部は砂層 (4層） ・粘質土 (5層）と続き、②の 5・6層と同様の遺構の可

能性もある。この地点についても①と同様、 5層以下については確認できなかった。

② -1 ② -2 ② -3 

1. 旧水田層

2. 床土

3. 淡茶灰色砂質士
（多少グライ化）

4. 黄灰色砂（洪水砂？）

5. 茶褐色粘（質）士

6. 暗茶灰色粘（質）土

7. 褐灰色～青灰色粘士
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第3図 調査地点位置 (1/25000)、立会・確認断面 (1/80)
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第2章発掘調査および報告書作成の経緯

2 全面調査

全面調査は、確認（立会）調査および百間JI]低水路の調査、ならびに周辺市道工事に伴う発掘調査

第 4図調査対象地区位置 (1/5000)

等の成果により、 A原尾島交差点～百間川橋間（百間川以西）の原尾島遺跡、 B百間川橋～藤原交差

点間（百間川以東）の原尾島遺跡、 C藤原交差点以東の沢田遺跡の、大きく 3か所について実施した。

調査対象地は、道路拡幅部分のうち既存道路や水路等の構造物を除く、おもに現水田あるいは造成地

であり、基本的に用地境およぴ構造物から50cm----1 m内側に控えて調査区を設定して、表土（造成土

を含む）および中世水田層までを重機により排土し、それ以下を手掘りで進めた。

調査区全体をとおして、検出された遺構の時期は弥生時代前期後半以降中世までで、おもに弥生時

代後期水田遺構の調査が中心であった。調究地点がいずれも微高地の縁辺部にあたるためか、遺物は

概して少なく、旧河道堆積士中の弥生時代前期の土器片や、大溝内の同中期の土器片が比較的まとま

って出士したに過ぎない。

なお、調査地区ごとの調査年度・担当者・期間・面積・遺物数等は、表lに示すとおりである。

表 1 原尾島遺跡・沢田遺跡調査一覧

年度 番号 遺跡名（調杏地点） 調査担当者‘ 調査期間 面積（面） 遺物数
H6 A 原尾島遺跡（歩道橋基礎） 内藤 11. 1~11. 18 31 

゜H7 原尾島遺跡（百間川以西） 岡本・内藤• 三宅 7. 1----12. 31 1,720 4 

Hll B 原尾島遺跡（百間川以東） 柳瀬・大森• 杉山・ 4. 1 ----8. 31 433 19 
C 沢田遺跡 梶藤 280 3 

計 2,464 26 

3 報告書作成

遺物の整理および報告書の作成期間は平成11年9月1日～平成12年3月31日で、担当者は 9月が4

名、 10月以降が2名の調査員が関わった。

報告書対象遺物総数26箱のうち、その大半はA原尾島遺跡（百間川以東）の弥生時代前期包含層

（旧河道堆積）と弥生時代前・中期の溝 1 (微高地端部）の出士土器であり、遺構の性格からとくに

土器については精選して掲載せざるを得なかった。

報告書の構成については、調査地区の単位が百間川を境にして西と東に大きく分かれ、かつ、東の

2か所が隣接するにも関わらず遺跡名が異なることから、それぞれを単独のまとまりとみて、原尾島

遺跡（百間川以西） • 原尾島遺跡（百間川以東） ・沢田遺跡とし、第3章から第5章に組み入れた。

そして、各遺構名は担当者の違い等から各遺跡ごとの通し番号としたが、図および遺物番号は報告書

の体裁上全体の通し番号を付すこととした。また、写真図版は原尾島遺跡（百間川以西）で遺構・遺

物を、原尾島遺跡（百間川以東）と沢田遺跡の両者で遺構・遺物を、それぞれまとめる構成となった。
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第3章 原尾島遺跡（百間川以西）の調査

第2節 弥生時代の遣構・ 遣物

ー 弥生時代前期

弥生時代前期の

遺構は 8区でのみ

検出された。 8区

の東端で、 3条の

溝がほぼ平行して

南北方向に走り、

8区の西半では土

堀が 1基存在した。

弥生時代後期の水

田層下には、淡色

層と暗色層が交互

に堆積し、第29図

上第38層・下第27

層（第 6図 e層）

は暗色層で弥生時

代前期の遺物をか

なり包含していた。

この土層は 5区ま

で存在が確認され

たが、 8区でもっ

とも高くなってい

た。

溝 1 （第 7・8

・29図、図版1)

8区東半にあり、

検出部分の底面の

高さから判断すれ

ば、南西から北東

へ流れていたとみ

られる。幅が150

cm前後、深さは65

---74cmを測った。

底部は幅70---80cm
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第2節弥生時代の遺構・遺物

240cm 

w 

D 50cm 
1. 灰色粘質土（含炭粒•土器片） ............... 

0 5cm 一2. 褐灰色粘質土

3. 暗灰色粘質土（炭粒点々、灰色粘土小斑） 5. 灰色粘質土（暗灰色粘土小斑多、底面暗灰色粘土薄層）

4. 褐灰色粘質土 6. 灰色粘質土（淡灰色粘土・暗灰色粘土斑大量混合）

第8図溝 1断面、同出土遺物

0 50cm 一
の平坦な面をなし、側壁は急傾斜で、溝の断面形は台

形を星していた。 1の縄文士器は第5層から出士した。

溝 1の年代は弥生時代前期前半と考える。

溝2(第7・9・29図、図版1-3) 

8区東端で溝 lと平行して検出された。両者の間隔

は3mであった。幅が126cm、深さは50cmを測り、断

面形は皿状を星していた。埋土の堆積は単純ではなく、

一度掘り直したような状況を示していた。 2の壺と 3

の蓋は溝の上方から出土し、壺の肩には段と沈線が1

条みられた。弥生時代前期前半の溝か。

溝3(第7・29図、図版1-3) 

第29図上第37層が溝3の断面である。溝12によって

上部を破壊され、残存部分は幅60cm、深さ20cm前後を

測った。弥生時代前期の遺物が出士し、同期の溝と考

えるが、溝2よりは新しいとみられる。

土堀 1(第7・11図、図版1-5) 

8区の西半にあり、弥生時代前期の他含層を除去し

て検出された。検出面での形状は長方形に近く、四隅

ロ

/
＼
 

[
 [
5
 

>
6
 

250cm 

-~· 
0 50cm 一1. 暗褐灰色粘質土 4. 暗褐灰色粘質土

2. 褐灰色粘質土 5. 暗灰色粘質土

3. 淡褐灰色粘質土

冗
゜

2
 

こ
4
 

!Dem 

第9図溝2断面、同出土遺物

＼`瓢

□9
 

靡
~ 
S1 

一゚2cm 10 

゜
lqcm 

第10図 包含層出土弥生時代前期遺物
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第 3章原尾島遺跡（百間JII以西）の調壺

260cm 

鸞 ―

。
lm 

1. 淡灰褐色粘質土斑淡灰色粘質士

2. 灰色粘質士

3. 淡褐灰色粘質土斑淡灰色粘質士

第11 図土壌 1 平•断面

は丸くなっていた。長

さが115cm、幅は51cm、

土城の深さは16cmを測

った。底面も長方形で

広く、平坦であった。

断面形は箱形に近いが、

南短辺の壁が斜行して

いた。埋士を観察する

と第 1・2層が北に片

寄り、人為的な埋没を

示すようで、墓城の可

能性もある。土器片が

少し出土した。

包含層出土遺物（第10図、図版1-4) 

5は溝12から、 6は島状高まり 5の下層から出土し、その他は弥生時

代前期包含層出土である。 5........ a -10は壺、 9は甕、 S1はサヌカイト
製石鏃である。 5の頸部には2条のヘラ描き沈線が巡らされている。 6

-8 は壺の肩部に木葉文を認めるが、 6• 7は縦線と重弧文からなり、

8は有軸木葉文である。 9の口縁端には小さな刻目があり、頸部に 2条

のヘラ描き沈線を飾る。石鏃は全長19.5mm、重さ0.67gである。

2 弥生時代後期

弥生時代後期の遺構は水田の造成前後で二分される。この調在区の水

田は島状高まりを伴うが、島状高まりの中から土器片が多く出士するた

め、水田造成の地下げにおいて弥生時代後期の包含層を島状に削り残し

たものと考えている。したがって、水田層や島状高まりを除去すると、

水田造成前の遺構が検出される。 5区から 7区にかけては土堀が6基集

中し、島状高まりの周辺に密集して溝が9条検出された。

土壌2(第13・14図、図版2-6) 

5区の西半で半分を検出した。第14図の土層断面図は 5区の南壁のも

のであり、調杏区の側溝でかなりの部分を破壊した。検出面は弥生時代

後期の水田層を除去し、さらに淡色と暗色の 2層を除去した面である。

g □
]
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第2節 弥生時代の遺構・遺物
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260cm 

・/ 

260cm 

·~ 
。

lm 

1. 灰白色粘土斑暗灰色粘質土

第16図土壊 4 平•断面

。
lm 

0 50cm 一1. 灰黄褐色細砂（弥生時代洪水砂層）

2. 灰黄色粘質土
（弥生時代後期水田層）

3. 淡灰黄色粘性微砂
4. 暗灰褐色粘質土

5. 暗灰色粘質土

6. 淡褐灰色粘質土

7. 暗灰色粘質土

8. 褐灰色粘質土
9. 暗褐灰色粘質土

第14図土壊 2 平•断面

1. 灰白色粘土斑暗灰色粘質土

第15図土塀 3 平• 断面

土城3---7は水田層下の淡色層を除去した段階で検出されていて、時期

を異にするものと考える。平面形は円形と推定され、長径が111cm、深さ

は30cmで、断面形は椀形を呈していた。出土遺物を欠くが、土層関係や

周辺の状況から弥生時代後期の遺構と考える。

土壊 3(第13・15図、図版2-7) 

6区の西端で検出した。平面形は不整形で、北半は楕円形に近く、南

半は隅丸方形を呈していた。長径が129cm、短径は83cm、深さは27cmを

測った。底面には少し凹凸があるが、断面形は台形に近かった。

土壊4(第13・16図）

6区の中央付近にあった。平OO形は楕円形で、長径が96cm、短径は80cm、深さ21cmを測った。底面

にはくぽみが2カ所あり、東側のものは柱痕状を呈し、底面では直径25cmであった。

土壊5(第13・17図）

6区の東端で検出された。平面形は不整形な楕円形で、長径が60cm、短径は55cm、深さ18cmであっ

土壊5

•>
260cm 

｀ D 50cm 一1. 暗灰色粘質土
260cm 

鴫

土壌7

~g~ 
270cm 

0 50cm 一1. 灰白色粘土斑灰色粘質土 1. 灰白色粘土斑灰色粘質土

第17図土壊5-8平・ 断面

0 50an 一

/ 土壌8

一＠ー
250cm 

~ 
゜一50cm 1. 褐灰色粘質土
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第3章 原尾島遺跡（百間川以西）の調査

丁

0 1D● 
,••—— 

第18図 2・3区弥生時代後期遺構配置

た。埋士は暗灰色粘質土で、土城4・6などの斑状の埋土とは違っていた。

土塙 6(第13・17図）

7区の西端で検出され、土城5からは 3m離れていた。平面形は不整形な楕円形で、長径が64cm、

短径は60cm、深さは15cmを測った。底面は直径32cmの円形で、ほぽ平坦であった。

土塙7(第13・17屈）

7区の中央付近で検出された。土城 6との距離は17mを測った。平面形は円形に近く、長径が51cm、

深さは23cmであった。士城の形態はバケツ状で、柱穴を思わせるものであった。

土壊8(第13・17図）

8区の北東端で検出され、溝10の西側80cmに位置していた。平面形は楕円形で、長径が62cm、短径

は53cm、深さは17cmを測った。底面には長径27cmの柱痕状のくぽみがあり、検出面や土堀の断面でも

直径21cmの柱痕らしきものがかすかに認められた。柱穴の可能性がきわめて高い。

溝 4 (第18・19・25図、図版2-4) 

2区の西端にあり、弥生時代後期の水田層とその下の淡色層を除去して検出された。淡色層は溝 5

の第2層にあたるため、溝5よりは古い。幅が24cm、深さは12cmで、断面形は椀形であった。

溝 5(第18・19・25図、図版2-4) 

島状高まり 1と水田層を除去し、その下の淡色層を掘り下げていくと、淡色層を埋士とする幅180cm

程度の溝状の落ち込みが検出された。底部の両端は幅50cm と 40~7scmの溝状を呈していた。

溝4

李

w疇 E

50cm 

゜一1. 淡灰褐色粘性砂質土
溝8

w 

1. 淡褐灰色粘性微砂

2. 灰色粘質土（溝6)

溝5
240cm 

--―ー・
゜一50cm 1. 灰色粘質土 2. 灰黄色粘土斑灰色粘質土

第19図溝4・5断面

溝7 溝6

3 . 灰褐色粘性微砂 5. 淡灰褐色粘性微砂

270呵

4. 淡褐灰色粘質土（溝7) 6. 暗褐灰色粘質土（溝8)

第20図溝6-8、溝9断面

- 14 -

溝 6......, 8 (第

18・20・26図、

図版2-3) 

島状高まり 2と

水田層を除去して

検出された。層位

的には溝 5より新

しい。類似した規

模の溝が3条重複

溝9

w疇j・
50an 

゜— I. 灰色粘質士



第2節 弥生時代の遺構・遺物

溝10

w・-・.・,・... :; ：: ,,nru,rnttrnt:rttr+tr::::t・:,E 
2 260cm 

, """ 

ヽ

---~ 

a 

-~· 
0 50叩一1. 淡灰黄褐色細砂（弥生時代洪水砂層）

2. 灰色粘質士
（弥生時代後期水田層）

3. 淡灰色粘質土

4. 褐灰色粘質土（含炭粒）

5. 灰色粘質土

6. 灰色粘質土（塊状混合士）
7. 灰褐色粘質土

8. 暗褐色粘質士（基盤層？）

第21図溝10・11断面

溝11
270cm 

0 50cm 一I. 褐灰色粘質士（含炭粒）

2. 灰色粘質土

270cm 

-~· 
0 50cm 一I. 褐灰色粘質士

して同じ方向に走り、士層断面の

観察から次々に東側へ掘り直され

たものと考える。溝6は幅が102cmで、深さは46cmを測り、溝7は残存部分で幅115cm、深さ34cm、溝

8は幅110cm、深さ33cmであった。埋土はいずれも上層が砂層、 F層が粘質土層となっていた。

出士遺物は第26図に示したが、 15が溝 6出士、 16・18・19・20が溝7か溝 8出土である。調査時

に溝7と溝8は一度に掘り下げたことによる。このうち、 19は杯部の破片が溝 6と島状高まり 2の

中層からも出土していて、溝 7・8から出士した脚・柱状部から杯部にかけての破片と接合した。ま

た、 20も溝 7・8から出土した脚・柱状部と島状高まり 2の上・中層から出士した杯部の破片が同

一個体と判断された。士層からみた時間的な先後関係としては、島状高まり 2と溝 7との間に溝 6が

介在する。このため、この事実の解釈としては、土器が両遣構の接触面付近に位置していたか、第26

図の分層線が誤りで、島状高まり 2の大部分が溝7・8の埋土であったかのどちらかということにな

る。溝の上層が砂層であり、島状高まり 3からも多くの士器片が出土していることをみると、前者の

可能性が強く、第26図の土器は島状高まり 2に包含されていた可能性が高い。それらの土器の年代は

百・後.IIとIIIであり、このことから溝 6-----8の年代は弥生時代後期中葉以前と考えたい。

溝 9(第18・20図、図版2-2) 

水田層を除去すると、 2区東半に水田層の土が落ち込んだ溝状の遺構を検出した。幅が33cm、深さ

は5cmを測った。水田大畦の芯のような畦状の高まりを切ることから水田に伴うとみられる。

溝10(第13・21図）

8区の東端に位置する 4条の溝のなかでもっとも西にあった。水田層の下の淡色層を除去して検出

され、幅67cm、深さ29cmを測った。

270叩
w 

O. 
1m 

戸 万
11 

゜
10cm 

12 

二《
13 

゜

14 

10cm 

第22図溝12断面•同出土遺物 第23図溝13出土遺物

- 15 -



第3章 原尾島遺跡（百間JII以西）の調査

2・3区

＂  
K 三

4区 5区

p午
-r--
ー g T 

一第24図 2 ,..,_, 5区弥生時代後期水田区画配置

溝11 (第13・21図、図版2-5) 

溝10と平行して40------70cm東に位置していた。検出面は溝10と同じである。幅53cm、深さ12cmと小規

模だったが、水田造成に伴う削平前に存在していたとすれば溝10との共存は困難と考える。

溝12(第13・22・29図、図版2-5) 

埋没後は島状高まり 5の一部となっていたが、その上層を除去した段階で検出された。第22図はそ

の下の溝3も発掘した状態での断面図で、破線が溝12の底面と推定される。溝の東側は溝13によって

破壊をうけていた。残存部分で幅130cm、深さ28cmを測った。百・後.IIの甕が出土した。

溝13(第23・28・29図、図版3)

島状高まり 5の東側で検出された。埋土の大部分は弥生時代後期の水田を埋めた洪水砂であり、水

田に伴っていたとみてよい。島状高まり 5に沿った形で用水路が設けられていたものと考える。検出

部分で幅200cm、深さ100cmを測った。 12は壺、 13は鉢、 14は甕で、百・後・皿のものか。

水田（第24---34図、図版3---6)

2区から 9区までの調査区全域において弥生時代後期の水田を確認した。水田は島状高まりと大小

350;m 

2m 

1. 造成土 1

2. 造成土2

3. 造成土3

4. 灰青緑色微砂

5. 灰青緑色粘性微砂

6. 黄褐色粘性徴砂

7. 淡灰黄褐色粘性微砂

8. 灰黄褐色粘性微砂

9. 褐灰色粘性微砂

10. 淡褐灰色粘性微砂 18. 淡灰黄褐色粘性微砂 26.淡灰黄褐色粘性徴砂

11. 淡灰黄褐色粘性徴砂 19. 淡灰黄褐色粘性微砂 （弥生時代洪水砂層）

12. 淡褐灰色粘性微砂 20. 褐灰色粘性徴砂 27. 暗褐灰色粘質土

13. 淡灰黄褐色粘性微砂 21. 暗褐灰色粘質土 （弥生時代後期水田層）

（溝18埋土） （溝14埋土） 28. 淡褐灰色粘性微砂

14. 淡灰褐色粘性微砂 22. 淡灰褐色粘性微砂 （弥生時代後期水田層）

15. 明灰褐色粘性微砂 23. 暗褐灰色粘性微砂 29. 淡褐灰色粘性微砂

16. 灰黄褐色粘性微砂 24. 明褐灰色粘性微砂 （島状高まり 1)

17. 暗灰褐色粘性微砂 25. 暗褐灰色粘性微砂 30. 暗褐灰色粘性微砂

第25図 島状高まり 1周辺 (2区北壁西端）断面

31. 淡褐灰色粘性微砂

32. 褐灰色粘性微砂

（溝 5埋土）

33. 淡褐灰色粘質土

34. 淡褐灰色粘質土

35. 淡灰褐色粘性砂質土

（溝4埋土）

36. 淡灰黄褐色粘質土
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第2節 弥生時代の遺構・遺物

350cm 

2m 

1. 造成土

2. 造成上

3. 暗褐灰色粘性微砂

4. 暗褐灰色粘性微砂
寧

5. 明褐灰色微砂

6. 暗褐灰色粘性微砂

7. 褐灰色粘性微砂

8. 暗褐灰色粘性微砂

9. 明褐灰色粘性微砂

10. 暗褐灰色粘性微砂

11. 暗褐灰色粘性微砂

12. 淡褐灰色粘性微砂

13. 淡褐灰色粘性細砂

14. 淡褐灰色粘性微砂

15. 淡灰黄褐色粘性微砂

（中世水田層？）

16. 灰黄褐色粘性微砂

17. 淡灰褐色粘性微砂

18. 灰黄褐色粘性微砂

19. 褐灰色粘性微砂

20. 淡褐灰色粘性細砂

（弥生時代洪水砂層）

21. 灰黄褐色粘質士

（島状高まり 2)

22. 淡褐灰色粘性微砂

（弥生時代後期水田層）

23. 淡褐灰色粘性微砂

24. 灰色粘質土（溝6)

25. 灰褐色粘性微砂

26. 淡褐灰色粘質士（溝7)

27. 淡灰褐色粘性微砂

28. 暗褐灰色粘質士（溝8)

29. 暗褐灰色粘性微砂

30. 淡褐灰色粘質士

31. 褐灰色粘質土

32. 淡灰黄褐色粘質土（基盤層）

18 

15 

20 

。
10cm 

17 19 

第26図 島状高まり 2 周辺 (2 区北壁東半）断面• 同2関連出土遺物

の畦によって区画されていた。畦はおおむね格子H状に組まれ、島状高まりは帯状のものが多かった。

水田面の標高は 2区では2.54m、5区で2.60m、7区で2.70m、9区では2.54mを測った。

2区から 3区にかけての水田では、島状邸まりが3基検出された。島状高まり 1と2は南北方向に

延びる帯状を里するとみられ、 2区の西端と中央付近に位置していた。島状高まり 1は最大幅が上面

で2.3m、水田面からの高さは54cm、島状高まり 2は同様に最大幅が2.8m、高さは66cmを測った。島

状高まり 1のlm西には幅80cmの大畦が平行してあり、両者の間が深さ22cmの溝状を呈していた。 2

区の西端では島状高まりと直交する方向で幅50cmの小畦が検出され、その2m北にも同方向の小畦の

存在が壁面観察から推定された。島状高まり 2では西側に80cm離れて幅70cmの大畦が、東側には1.5

~2m離れて幅100cmの大畦が存在し、島状高まり 2 との間が溝状になっていた。大畦の高さは溝の

底から西で13cm、東では40cmを測った。島状高まり 3は楕円形をしていたようで、 3区の南束端付近

で一部を検出した。検出部分の長径が3.lm、水田面からの高さは82cmであった。島状高まり 3から

は幅80cm、高さ19cmの大畦が島状高まり 2の方へ向かってそれと直交する方向で延びていた。この大

畦の途中からは北へ向かって小畦が延び、 3区の東半ではそれら大小の畦とほぼ平行するような形で

小畦が設けられ、方形の小区画水田が作られていた。 1 区画の大きさは東西方向が 1~11m、南北方

向は s~9m程度であった。第27図の上段は、島状高まり 3 から延びる大畦の横断面と、大畦が島状

-17 -



第3章 原尾島遺跡（百間川以西）の調査

高まりへ取り付く部分の縦断面である。これをみると大畦には芯のような部分があり、これが水田層

を除去した段階（第18屈）でも畦状に延ぴていた。これ以外の畦は水田層の士を盛り上げただけであ

り、水田の区画設定にあたって、一部の大畦と島状高まりをまず設定して基準線としたものと考える。

島状高まり 2と

3からは百・ 後・

丁~

1. 灰色粘質土（弥生時代後期水田層）

2. 淡灰色粘質土

3. 灰色粘土斑淡灰色粘質土

4. 灰黄色粘性砂質土（墓盤層）

—□三三已 'ii

3. 灰褐色粘質土

1. 褐灰色粘質土 3'. 褐灰色粘質土

（弥生時代後期水田層） 4. 暗灰褐色粘質土

2. 灰黄褐色粘質土 5. 灰色粘質土

（島状高まり 3) 6. 黄褐色粘質土（基盤層）

2m 

II ---illの土器片が

かなり出土し、水

田造成の時期を示

してくれる。第26

図の土器は溝6---

8出士のものを含

んでいるが、溝の

説明でも述べたよ

うに、島状高まり

1. 灰白色粘質土（中世水田層?) 6. 灰色粘質土（含多批炭粒） 9. 灰褐色粘質土

2. 淡灰黄褐色砂質土（古代包含層） （弥生時代後期水田層） 10. 暗灰褐色粘質土 ていた可能性が高
3. 灰色粘質土（古墳時代後期包含層） 7. 灰褐色粘質土 11. 淡灰色粘質土（塊状混合土）

4. 灰褐色粘質土（古墳時代初頭包含層） 8. 灰黄褐色粘質土 12. 黄褐色粘土斑淡灰色粘質土 い。 17の甕Hよ島~
5. 淡灰褐色細砂（弥生時代洪水砂層） （島状高まり 3) 13. 黄褐色粘質土（基盤屈）

の下部に包含され

亡

.,;・ 口:
28 

二
29 

星
□□¥ 

冒／

c27 。 10cm 

32 

第27図 3 区大畦•島状高まり 3 断面•島状高まり 3 出土遺物

ミ 36
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第3章原尾島遺跡（百間）II以西）の調査

高まり 2の上部から中部にかけ

て出土した。第27屈の土器は島

状高まり 3から出土した。 23,,..._,

25は上層（第27図中段第7層）、

29は中層（同第8層）、 32.,.,.,_,34

は下層（同第9層）、 21・22・30

·35• 36は最下層（同第10層）、

27• 31は下層から最下層にかけ

ての出土であった。島状高まり

1や3は複数の士層が堆積し、 ~ ニ~冒三＝一~（（
しだいに堆積が進んで包含層が 38 

＼ 

形成されたと考えられるが、島

状高まり 2は1層で、その高さ

からすると人為的な堆積の可能

性も否定できない。島状高まり

の一部には盛士によって形成さ

れたものがあるとみられる。

4区と 5区においても小畦を

配置した小区画水田が検出され

たが、 5区西半の区画は広くて

東西方向が約15mもあり、東半

の区画の 7----8.5mの倍だった。

6区から 8区にかけても 5区

から連続する小区画水田が検出

されたが、 8区の西端と南東隅

には帯状の島状高まりが直交す

るような方向をもって配置されヽ

6区の東端と 8区の北東端では

大畦がみられた。これらの大畦

や島状高まりを基準線として小

畦によって小区画が形成されて

いた。 1区画の大きさは、東西

幅が7----15m、南北幅が10--16

mを測り、 6区東端の大畦から

島状高まり 4までの間はほぼ均

等な大きさに揃っていた。大畦

は6区で幅100cm、高さ17cm、8

区では幅95cm、高さ18cmを測り、

。
10cm 

口
--

S3 

。
5cm 

／ 

ー
~
ー

lm 

1. 淡灰色粘性微砂 2. 淡褐灰色粘性微砂 4. 褐灰色粘性微砂
（弥生時代後期水田層） 3. 淡褐灰色粘性微砂 5. 淡灰黄褐色粘性微砂

第30図 島状高まり 4 平• 断面 (1/40)• 同出土遺物
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0 2m 一1. 攪乱土 10. 褐灰色粘質土

2. 淡褐灰色微砂 11. 暗褐灰色粘性微砂

3. 淡灰黄褐色粘性微砂 12. 灰黄色細砂

4. 淡褐灰色粘性微砂 （弥生時代洪水砂層）

5. 淡灰黄褐色粘性微砂 13. 灰色粘質土

6. 淡褐灰色粘性微砂 （弥生時代後期水田層）

7. 淡褐灰色粘性微砂 14. 暗褐灰色粘性微砂

（中冊水田層？） （含小礫）

8. 淡褐灰色粘性微砂 15. 暗褐灰色粘質土

9. 暗褐灰色粘質土 16. 暗灰色粘質土

第31図 9区南壁断面 (1/100)

第32図

、一三三ー 戸
40 

，
声
已
言

ー

ふ
召
喜

4
 

と
知
証

E.＼
 

~] 

4
 

,0s 

第2節 弥生時代の遺構・遺物

小畦は幅が40cm前後、高さは 3-----5 cm程度であった。

島状高まり 4は帯状の形態で、断面形は台形状を呈

していた。下底幅が190cm、上面はほぽ平坦で幅82-----90

cm、高さは水田面から32cmを測った。断面を観察する

と、 3区の大畦と同じように、芯となる第30図第 2層

の上を第 1層である水田層の土が覆っていた。芯とな

る盛土の両裾からは水田層の下に拡がる淡色層が堆積

し始め、あたかも検出した水田の下にもう一面水田が

展開しているような印象を与えた。この淡色層は調査

区の全域で存在し、 8区の溝10・11などはこの層の下

で検出されたが、 2区では溝6-----8や島状高まり 1• 

2の下に位置しているため、水田層とするには疑問が

ある。島状高まり 4の下底から37の甕が完形に近い形

で倒壊して出土した。百・後.IIのものである。島状

高まり 4の裾付近の淡色層から石錘とみられる円礫s

3が出土し、 S2のサヌカイト製石包Tは側溝掘削中

に出土したが、島状高まり 4の中に包含されていたと

みられる。 S2は56.8g、S3は206.8gであった。

島状高まり 5は上面の幅が1.7m、水田面からの高

44 

ご
゜

10cm 

47 
48 

第33図 弥生時代後期水田層出土遺物
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第3章 原尾島遺跡（百間川以西）の調査

さは53cmを測り、南側

に大形の用水路である

溝13を伴っていた。島

状高まり 5の下には弥

生時代前期や後期の溝

が含まれ、これらを埋

没させた堆積層を削り

出して島状高まり 5が

作られたことがわか

る。島状高まりに伴う

溝は島状高まり 1や2

でも存在するが、その

地点が弥生時代前期か

ら繰り返し溝の掘削さ

れた場所にあたり、従

来の水系を大きく変えることなく士地利用がなされたものと考える。

[
 
/
U
 。

10cm 

弥生時代洪水砂層上面出土遺物

第33図には水田層から出土した土器を示したが、 40・42・43は水田層下の淡色層出土である。また、

42は2区、 43......... 45·47·48は 3 区、 40·41• 46• S 4は8区から出土した。 S4はサヌカイト製の鏃

で、 1.1gを測った。第34図の士器は水田を一気に埋めた洪水砂の上面から出土した。 50は2区から、

その他は 3区から出土した。 51はわずかに平底の痕跡を残し、外面にはタタキ目が残っていた。こ

れらの土器から判断すると、水田は百・後 ·m~IV にかけて営まれていたと考える。

>
第35図 2・3区古墳時代遺構配置

第 3節 古墳時代の遺構・遣物

弥生時代末期に発生した大洪水によって厚く堆積した砂

層上には灰色の粘土層が一面に堆積していた。何層かに細

分されるようであるが、これも水田層と考えている。ただ、

弥生時代の水田のような畦は検出されなかった。古墳時代

の遺構としては溝が4条検出され、島状高まり 1・2の部

分では帯状の高まりが残存していた。 3条の溝は 2区の西

端と 8区の東端に位置し、前代の水系を踏襲していた。

溝14(第25・35・36図、図版4-4) 

2区の西端で検出された。幅が148cm、深さは64cmを測り、

w
 

340cm 

溝14断面
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第3節古墳時代の遺構・遺物

~I 
T 了 ～ 立二

T 

ょl戸磐
1 _l_ 

IOm 

溝15

第37図 5区古墳時代遺構配置

断面形は椀形を呈していた。埋士をみると底部には粘性微砂の上に粘

質士が堆積し、溝の大部分は砂によって埋没していた。用水路として

機能していたものと判断される。洪水砂層の上に 2---3層が堆積した

後に掘られていることから古墳時代後期の溝と考えられる。

溝15(第37・39図、図版4-5) 

310cm 

E
/
 

1

2

 

w
 

0 50cm 一1. 淡灰黄色粘質土2. 淡褐灰色粘質土

（淡灰黄色砂混合）

第39図溝15断面

300cm 

·~· 
0 50cm 一1. 淡褐灰色粘性微砂2. 褐灰色粘性微砂

0 50cm 一3. 淡褐灰色粘性微砂

第40図溝16断面

320cm 

w 

0 50cm 一1. 暗灰色粘性微砂2. 灰黒色粘性微砂

3. 暗灰色粘性微砂

（混灰色砂）

4. 灰色粘質士

第41図溝17断面

5区の西半で検出された。幅が80

cm、深さは18cmで、断面形は1IIl状を

呈していた。埋土は 2層の粘質土で

あったが、下層には砂が混じること

から流水があったものとみられる。

後世の削平をうけている可能性が強

く、層位関係から古墳時代後期の溝

と考える。

w 

320cm 

溝16(第29・38・40図）

8区の東端で 2条の平行する溝を

検出したが、その西側の溝である。

幅が95cm、深さは34cmを測り、断面

形は椀形を呈していた。埋士の堆積

状況は北半と南半で異なり、水流の

方向に関係するかとみられるが、明

確ではない。層位から古墳時代後期

の溝と考える。

溝17(第29・38・41図）

8区東端の東側の溝である。幅が

しー

9
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第3章 原尾島遺跡（百間JII以西）の調査

竺~ €_三二＼ ニー―-
56 

-~~ 

53 54 

59 

＼ -— 55 

□[ 
58 

。
10cm 

57 

第42図 古墳時代包含層出土遺物

106cm、深さは45cmで、断面形は椀形を呈していた。底には薄く粘質士が堆積し、埋土中には砂が含

まれ、用水路とみられる。層位関係は溝16と同様で、古墳時代後期の溝と考える。

包含層出土遺物（第42図、図版6)

53-56• 59は古墳時代の灰色粘士層から出士した。 57・58は排土中から採集したが、おそらく同じ

灰色粘士層から出士したものと推定される。 59は士師器で、他はすべて須恵器である。 59は洪水後ま

もなく、 53は5世紀のものだが、 54--58は6世紀のもので、水田の時期を示すと考える。

·~ 

第43図 2・3区古代水田区画配置

第4節古代以降の遣構・遣物

2区から 4区にかけて、中世の灰

白色粘土層の下に洪水によって堆積

したとみられる砂層が存在し、その

層を除去すると畦状の高まりが検出

された。砂層やその下の層から古代

の遺物が出土したことから古代の水

田があったものと考えた。

中世の遺物を包含する灰白色粘質

土が調査区の全域に堆積し、その土

が落ち込んだ溝ないしは溝状の遺構

が6条検出された。溝の方向は現在

の地割りと平行していて、土質など

から灰白色粘質土層を水田層と考え

ている。畦は検出されなかった。

古代水田（第43・44図、図版4-6) 

2区の東半で東西に延びる畦状の遺構を検出した。幅がIm前後、高さは 6------14cmを測り、東側は

5m 

1. 暗褐灰色微砂 9. 灰黄褐色粘性微砂 16. 黄灰色粘質土

（現代耕作土） 10. 淡黄褐色粘性微砂 17. 暗灰褐色粘質土

2. 灰褐色粘性微砂 11. 灰黄色粘性微砂 18. 灰黄褐色粘性微砂

3. 淡褐色微砂 12. 灰黄色粘質土 19. 灰黄褐色粘性細砂

4. 暗灰黄色粘性微砂 （中世水田層？） （弥生時代洪水砂層）

5. 暗褐灰色粘性微砂 13. 淡灰色砂質土 20. 暗褐灰色粘質土

（耕作土） 14. 明黄褐色粘性微砂 （弥生時代水田層）

6. 淡褐灰色粘性微砂 （古代洪水砂層?) 21. i炎褐灰色粘質土
7. 淡褐色粘質土 15. 灰黄褐色粘質± 22. 灰黄褐色粘質土

8. 明褐色粘質土 （古代水田層?) 23. 褐灰色粘質土

第44図 3区西壁断面 (1/100)
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340cm 

·~· 
0 50cm 一1. 黄褐色微砂 2. 灰黄褐色微砂

第46図溝18• 19断面

340cm 

Wア― E

0 50cm 一1. 灰白色粘質土第47図溝20断面

350cm 

·~· 

゜一50cm 1. 褐灰色粘性微砂

第48図溝21断面

第4節 古代以降の遺構・遺物

長径が4.2mの不整形な島状の高まりに続いていた。この島

状の裔まりは弥生時代後期の島状高まり 3が所在していた場

所にあたり、古墳時代以降残されてきた高まりをそのまま取

り込んで水田の区画を設定したものと推定される。ただ、こ

の高まりの北辺は、後述する中世の溝21と平行していたため、

中世に一部削平をうけたものと考える。東西方向の畦の中程

から南と北へ直交する形で畦が伸び出していた。幅が1.15--

1.25m、高さは 5--lOcmで、東西方向の畦よりはわずかに低

くなっていた。東西方向の畦と南側の畦との境にはくほみが

みられた。南側の畦から 5m西に、段差が3cm程度の南北方

向の段が南側の畦と平行して検出された。この段と東西方向

の畦、そして南側の畦に囲まれた部分が 1面の水田とみられ

る。この区画の田面の海抜高は3.2mを測った。

350cm 

この水田は洪水砂とみられる黄褐色粘性微砂によ

って覆われていたが、その砂層から第51図の60•63 

の須恵器片が出士した。この遺物から判断すると、

水田の年代は奈良時代とみられる。

溝18・19(第25・45・46図）

2区の西半で検出された。東西方向に走る 2条の

溝状遺構である。 2条はきわめて接近し、部分的に

は溝19が溝18を切っていた。埋士にもわずかな違い

が認められるため、掘り直されたものとみられる。

どちらの底部にも小凹凸がたくさん認められた。溝

18は幅が26----52cm、深さは3----7 cm、溝19は幅が56

----80cm、深さは10cm前後を測った。検出部分では底は東へ向かって低くなっていた。

溝20(第45・47図）

2区の東半にあった。北側に溝の痕跡らしい小凹凸群を伴い、溝18・19と同じような関係にあった

ものとみられる。ただ、溝20の方向は溝18とぴったりとは平行していなかった。溝20の幅は50----60cm、

深さが2........... 7 cmで、底部にはやはり小凹凸が認められ、溝としての機能は疑問である。

溝21 (第45・48図、図版4-6) 

3区の西半で検出された。西半部は環状を描き、東半部は溝18と平行するような束西方向の直線状

を呈していた。環状部分は幅が69----88cm、深さは10----18cm、直線部分は北側に低い段があり、輻が120
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第3章 原尾島遺跡（百間川以西）の調査

5区

£1-土.—.’ .. ’ , 
1 ~ T 

l_戸

｀ 
上 ＇ l 

溝22
如

第49図 5・9区中世遺構配置 (1/500) 

9区

圧溝23
0 !im 
, _ ,  

--162cm、深さは 8--22cmを測った。底部にはやはり小凹凸が多

く認められ、溝18--20と同様の機能をもっていたものと考えられ

る。 3カ所でそれぞれ 1条の溝状遺構が共存していたと考える。

環状部分については、意図的に残したものか障害物があったかの

いずれかであろう。

溝22(第49・50図）

5区の中央部で検出された。東西方向の溝である。幅

が86cm、深さは32cmを測り、断面形は椀形を呈していた。

形態や埋土の状況から用水路と判断できる。中世の灰白

色粘土層を切って掘削されているため、溝18-21よりは

年代が新しく、近世にまで降る可能性もある。

溝23(第48・49図）

9区の南東部に存在していたことが調査区壁面の観察

から確認されたが、調査中は弥生時代後期の洪水砂層ま

で一気に掘り下げたため、平面的な検出はできなかった。

幅が90cm、深さは20cmを測った。第50図は調杏区東壁で

の断面である。溝の断面形は台形に近く、底面には凹凸がみられた。埋土は2層に分けられ、上層は

溝22
320an 

゜一50cm 1. 褐灰色粘質土 2. 灰褐色粘質土

溝23
320cm 

O・ 1m 

1 . 灰色粘性微砂 2. 暗褐灰色粘性微砂

第50図溝22• 23断面

中世の灰白色粘土層が落ち込んだものであった。溝18-21と近接した年代が与えられる。

包含層出土遺物（第51図）

第51図にはおもに包含層から出士した古代・中世の土器を図示した。 60,.._,64が古代、 65-69は中世

の土器である。 60,...._,64は須恵器、 65• 67.....:.69 は士師器、 66は瓦器である。出土層は、 60•63が古代の

洪水砂層、 61·66•68が中世の灰白色粘土層、 64・67が古墳時代から古代の灰色粘士層である。 64は

横瓶の口頸部、 65は椀の口縁部である。 69の土師器皿の底部には糸切り痕跡が認められる。

戸―←—ニ
60 

62 

ミ 三 口65 ~l--/ 61 

66 1--..1.. ---J 

ヽニ廿竺
63 

67 

)---~ 
69 

68 

Wern 
，゚ 64 

第51図 古代・中世包含層出土遺物
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第1節 調査区の概要

第4章 原尾島遺跡 （百間川以東）。の調在

第 1節 調査区の概要

調査区は百間川橋の東詰に位置し、南、東方の百間川原尾島・沢田遺跡群の微高地に挟まれた低位

部の旧河道（第52図の i層以下）上に立地する。調査範囲は、北東から南西に細長いトレンチ状を呈

する。弥生前期から河道の堆積が始まり、前期のうちには東南の微裔地端には溝が掘削される。弥生

時代中期後半から後期にかけては、旧河道上に水田が営まれ始める (hr-.,c d層）。調査区北東部の旧

河道上のたわみ部では弥生前期の包含層 (i層）、全域で弥生後期末の洪水砂に覆われた水田が認め

られた。洪水砂は平均して約25cmと比較的厚く、場所によっては 2層に分れ堆積している。それ以降

は粘質士の水平堆積が確認され、古墳時代から現代までおもに水田に利用されていることが判明した。

百間川遺跡群では縄文後期から遺跡が形成されていて、

期の士器 (70,-..;73)が混入していた。

この調査区では前期包含層、溝 lに縄文晩
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a. 中世水田層

b. 古代水田層

C. 古墳時代後期水田層（水田 6・7)

d. 古墳時代前期水田層（水田5)

e. 弥生時代後期末洪水砂層

f. 弥生時代後期末水田層（水田 4)

g. 弥生時代後期前半水田層（水田 3)

h. 弥生時代後期前半水田層（水田 2)

i . 弥生時代前期中～後葉包含層

第52図 調査区位置•断面（縦1/50、横1/500)・ 縄文晩期土器
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第4章 原尾島遺跡（百間川以東）の調査

第 2節 弥生時代の遺構・遣物

1 弥生時代前・中期

(1) 旧河道上位の包含層（第53--.....57図、図版7-1・2、図版10、図版12-1) 

調査区の北東部に粘質士中に包含される弥生前期の土器片•石器・士製品の散布を検出した。中央

から南西にかけては数力所深くトレンチを設けたが、士質も砂質に変わるとともに士器の散布は認め

られなかった。調査区の外側の北東、南東にはさらに土器の散布の広がる可能性がある。

遺物の出土状況は、土器はほとんどが少破片の分布である。調査範囲地点の10m付近の海抜が1.5
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第 4章 原尾島遺跡（百間川以東）の調査
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第55図 弥生時代前期包含層 VI層出土遺物(2)
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第2節 弥生時代の遣構・遺物

Aー 一人
~ ~ 

S5 S6 

゜
5cm 霧

C1 

冒／／／／肩
C2 

第56図 弥生時代前期包含層 VI層出土遺物(3)
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第57図 弥生時代前期包含層 v・r ........ rr層出土遺物

74,.._,93は壺形の口縁～底部、 94,.._, 114・11 7・118は甕形の口縁～底部、 115・116は甕の蓋、 119,.._,121

は蓋である。 117は口縁部に貼付突帯を饒らす。鉢形の122は、底邸から胴部にかけて一方にかたよ

って炭化物の痕跡を残す（図版10)。士器の特徴は、壺・甕形ともヘラ描き沈線は 1-数条、削り出し

突帯は「 I種」、「Il種」がみられ（註 I)、87・88は貼付突帯、 75は頸部に貼付突帯を施す。このよう

にVl層は時期に幅があるものの前期中葉を中心としてよい。 V層は124が貼付突帯の最終形態であり、

前期後葉と考えられる。 I・II層はヘラ描き沈線が多条化しており、前期後半の新相である。
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第 4章 原尾島遺跡（百間川以東）の調企

(2) 溝

溝 1(第58--62図、図版7-3、図版11、図版12-1) 

調査区南西端の、後述する水田 3を除去した面で検出された。幅は6.5m以上で、底面のレベルは1.4

mで東から西へ流路をとる。断面からは、さらに東側に拡大していることも考えられる。出土遺物は、

39層から中期の土器とともに前期の土器もある程度の出土量がある。 136-140は壺形で、 136の頸
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第4章原尾島遣跡（百間JII以東）の調査
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第2節 弥生時代の遺構・遺物

部には幅広の削り出し突帯に沈線を施し、 138・139は貼付突帯で飾る。 141-152の甕は口縁下に 2--

10数条のヘラ描き沈線、 153はクシ描き沈線が施されている。これらのことから、溝は前期後半の掘

削と考えてよい。中期の土器は口縁部に貼付突帯を施す壺が多種見られ、胴部上半はクシ描き沈線・

186 188 

190 

187 
189 

191 
ヽ

192 193 

195 

196 197 

211 

203 

204 

A瓢—〈
205 

。
10cm 

208 209 210 215 

第61図溝1下層出土遺物(1)
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第4章 原尾島遺跡（百間川以東）の調査
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216 

。
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(1/4) 

第62図 溝 1最下層・下層出土遺物（上）、同上層出土遺物（下）

波状文で飾る。そのほか、石器• 木器・士製品も比較的多く出土している。廃絶に至る時期は、中期

初頭から中期中葉と考えられる。また、上層からは少量ではあるが中期後葉の土器が出士している。

2 弥生時代後期

(1) 溝

溝2(第59・63図、図版7-3) 

中期の溝 l を踏襲したもので、図示した遺物はないが、検出面• 断面の層位から判断して後述する
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第2節 弥生時代の遺構・遺物

水田 2の時期に機能していたものである。幅は約 3m、底面レベルは海抜2.3m、深さは35cmを測り、

中期の溝と比較して規模が縮小している。流路は同様に東西方向である。

溝は後期の間に埋没し、上面には水田 3が形成されてる。

(2) 水田

水田 1(第63図）

調査区中央西よりで検出され、旧河道上のくぼ地にたわみ状に残存していた。耕土は暗黒灰色粘質

士の約 5cmの堆積で、平面的には北東部が方形の区画を呈することから、低位部に形成され始めた初

期の水田と判断される。時期は弥生時代後期初頭と考えられるが、中期に遡る可能性もある。

水田 2(第63図、図版8-1) 

水田 3の下層面で確認された、第59図の断面では20層の黒灰色粘質土に当たる水田層である。水田

水田1 L 
)(_~1 てぐぐ瓜／217 

。
10cm 

/
-

＼／  

5'6'=  

／溝2y
~m 

~ 

。一
(%@盗紹声-
CB 

＼ 
0 2cm 一第63図 弥生時代後期溝、水田 1・2区画配置、水田 2出土遺物

面の海抜高は平均2.55m、水田層の厚さは約 5cmを測る。畦畔は中央部

で未検出ながら、水田区画は後出の 2面よりは若千小さい。また、断

面•検出面からこの水田は前述した溝 2 と同時期に機能していたとみら

れ、微高地の端と水田域との境を調杏区の西南端で確認できた。

出土遺物は、後期前葉の土器小片と上製円板CBがある。

水田 3(第64図、図版12-1) 

水田 2と4に挟まれた、中間の白色粘質土の水田層である。水田面の

海抜高は平均2.6mで、水田層の厚さは約 5cmである。畦畔は水田 2を

ほぼ踏襲しているが、区画はやや大きくなっている。この時期には溝2

s
 

＼／  
"'- . .' 

＼ ／  

0 10霞
~ 

こ二

21 -1-
言

。
5cm 

第64図 弥生時代後期水田 3区画配置、同出士遺物
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第4章 原尾島遺跡（百間川以東）の調査

水田4 /
-

＼／  

第65図 弥生時代後期水田 4区画配置

はすでに埋没しており、微高地に向かって水田域が拡大している（水田区画 1)。出士遺物は石器の

みで、 S21は緑泥片岩製の打製士掘り具である。水田の時期は弥生後期後半のうちにおさまる。

水田 4 (第65図、図版8-2) 

水田 4はいわゆる弥生後期末の洪水砂に覆われていた水田層で、暗灰色粘質土である（第59図19層）。

水田高は海抜平均2.7m、畦畔の高さは10--15cm、水田層の厚さは10cmである。畦畔の位置は水田3を

ほぽ踏襲しているものの、 20---30cmずれる場所もある。畦畔に挟まれた 1面の区画面積は、水田区画

6・7から推測して約69面である。水田区画 lと2との境の畦畔は、やや規模が大きい（第59・65図）。

また、水田区画2・3間と 6・7間には、水口が検出されている。

第 3節古墳時代の遣構・遺物

l 古墳時代前半期

(1) 水田下層遺構（第66図）

弥生後期末の洪水砂上面で検出した遺構である。調査区全域で多数の小ピット群、調査区南西端で

L字状に曲がる断面皿状を呈する溝が検出された。小ピットの埋土は黒灰褐色、灰褐色、淡灰褐色粘

質士の埋士である。これらは、上層からの柱穴痕跡かあるいは樹木の根の痕跡であろうが、配列は不

規則で性格は不明である。遺構面の時期は古墳時代前半であろう。

水田5

＼／  --~ 

. . .・- I" 
•. ． 

I _ '. ・・・ る I 諮
＼ 
ぶ
4-
~ 

／ --~ 
"-+-

‘ 翌S
第66図 古墳時代前半期（水田 5下層）遺構配置、同水田5区画配置
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第 3節古墳時代の追構・遺物

(2) 水田

水田5(第66図、図版8-'3) 

水田 5は洪水砂上層に水平堆積した黒灰色粘質士を耕作士としたもので、調査区内で18の区画を検

出した。水田面の海抜は平均3mである。弥生水田と比べてかなり小区画を呈するが、地形の高低差

に起因するのであろうか。畦畔は微小ながら、当地域で従来より決め手を欠いていたこの黒褐色粘質

土層上面で畦畔を検出し、水田層と確認し得たことは特筆できる。時期は古墳時代前期である。

2 古墳時代後半期

(1) 柵列状遺構（第67・68図、図版8-4) 

調査区北寄りの、水田 6と同一レベルで、全体を白灰色砂質士で覆われた良好な状態で検出された。

平面的に約10個前後のピットで一つの葉巻状の単位をなし、その単位が9-----10基北西から南東方向に

一列に並んで認められた。一つの単位は深さ約35cm、幅約60cm、長さ約2.5----3 mで両外側にたわみ

＼／  

~ 
゜゜0 

＼ 

〇← 柵列状遺構 十、

'X Y--34175.SXX--145749.5/ "'I 怜％

¥― ／
 

第67図古墳時代後半期遺構配置

Cl) 

◎
 

1. 白灰色砂質土

2. 黒褐色粘質土

3. 黒褐色粘質士（やや粘性強）

4. 暗青灰色粘士

5. 黒色粘質士（古墳前期水田層）

2m 

3.1m 

第68図柵列状遺構平• 断面 (1/80)
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第4章原尾島遺跡（百間HI以東）の調査

状の小ピットが連なる。埋土は砂質土と粘質士の大きく 3層で、柱痕跡は認められず、むしろ多数の

小木片が下層の粘質士中から検出された。小木片の樹種は、ウツギ属やヒノキとの鑑定を得ている。

士器などの遺物はほとんど認められなかったが、時期は第59図の14層相当の水田 5を切り込んでお

り、また検出面のレベル等から古墳時代後半期と考えられる。

(2) 水田

水田 6(第67図）

調査区南西端で、明褐灰色粘性微砂の高まりをもつ南北方向の畦畔と微高地端部を検出した。畦畔

の高さは約10cm、水田面の海抜は平均3.lmである。古墳時代後期の水田層は約40cmにわたり厚く堆

積しており、およそ 3層に分離できる。水田 6はその最下層で、柵列状遺構と同検出面である。

水田 7 (第69図）

調査区の北・中央部で、ほぽ東西方向の畦畔を 2条検出した。畦畔の高さは約25cm、幅は平均80cm

を測り、比較的大振りである。調査区南端の高まりは微高地部分、または農道と考えられる。水田区

画I・2・3を隔てるのはマンガンの集積で、擬似畦畔である。

出士遺物は218の須恵器壺の口縁部、 219の杯身である。時期は古墳時代後期の中～後葉であろう。

＼／  . -一,,_,.一・ 一
＼／  

218 

10cm 

219 
第69図 水田 7区画配置、同出土遺物

第 4節

□3 ＇いム言
0 2cm f;;S, () 
~S24 S25 

喜心

221 

゜
10cm 

第70図混入出土遺物

古代以降の遺構•その他の遣物

この調査区では、全体の土層断面から水平堆積の粘質士が堆積し

ている状況が看取されており、上位には古代から現代まで水田が形

成されていることがわかる。（第52図a・b層以上）

その他の遺物は、検出した下位の各遺構面で混入して認められた

遺物を図示した。 S23石鏃は古墳時代後期水田層の遺構に混入して、

S24、S25の石錐は、それぞれ古墳時代後期水田層、柵列状遺構に

混入して確認された。 220は製塩土器の脚部である。柵列状遺構の

埋土に混入していた。 221は須恵器の杯蓋である。水田 7の耕作土

中より検出されたが、水田7より一段階古い6世紀前半である。

註 1 佐原 慎「山城における弥生文化の成立ー畿内第 I様式の細別と

雲ノ宮遺跡出士土器の占める位置」「史林』 50巻 5号 1967年
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第 1節調査区の概要

第 5章沢田遺跡の調在

第 1節調在区の概要

調査区は国道2号の南側に位置する三角地である。調査は、現代の造成土と近世以降の洪水砂を除

去した近世の水田面から行い、それ以下で中世水田面、古代包含層、古墳時代前・後期遺構面を検出

した。そして海抜約3.3mで、調査区の西端と中央に島状商まりを残し、弥生時代後期末の洪水砂で

埋没した水田面と溝多数を検出した。これより下位では弥生時代後期頃の擬似畦畔を確認したのみで、

海抜約 2mで確認した黒色粘質土も植物珪酸体分析の結果水田層ではないことが判明し、明確な水田

層および遺構面・遺物は確認されず、海抜0.7mでピート層になる。出土遣物は遺構に伴うものは少

なく、第71図に示した縄文時代晩期前半の浅鉢222も調企区西端の弥生時代の溝から出土した。

X =-147488.5 

X =-147498.5 
>-

A
 

o・ggovE: ,＂"
A
 

0 10m 
し一.,~

A' 

__ Br!;om 
I ¥ 造成土 ， 
I 

! ~ ~I軍

a. 中世水田層

b. 古代層

C• 古墳時代後期層

d. 古墳時代前期層

e. 弥生時代後期末層（洪水砂層）

f. 弥生時代後期末水田層

溝5

222 

〇̀』 10cm 

第71図 調査区位置 (1/500)・ 断面（縦1/50、横1/500)• 縄文晩期土器
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第5章沢田遺跡の調査

第2節 弥生時代中・後期の遺構・遣物

(1) 溝

溝 1,...,,3(第72・73)

2区西側の島状高まりの東裾を南北に走る溝である。溝 1の幅・深さは不明だが、溝2は断面部分

で深さ78cm以上、海抜1.86mを測り、埋土は非常にしまりの悪い粘質土である。溝 3は溝2の埋没後

に掘られており、底面海抜高は2.35mとかなり浅い。溝3の埋士は、弥生時代後期末の水田耕作土と

の区別が困難な状況で、耕作士が流れ込んで埋没したと推察される。これらの溝は、島状高まりの裾

に掘られていることから、水田に関連した用水としての機能が考えられる。時期は、出土遺物が少な

いため明確でないが、それぞれおおよそ弥生時代後期前半に掘削され、機能したと判断される。

溝4・5(第72・73)

2区西側の島状高まり上で検出した。流路は南北方向にとっており、底面海抜高は溝4が2.52m、

溝5が2.02mを測る。埋土は大きく二層に分層され、下層は溝lと同質の粘質土が堆積している。土

器223• 224は、溝4の上層から出士した。 223は表面黄橙色を呈し、口縁端部を拡張し凹線を廻ら

せ、そこに棒状浮文3本と竹管文を付す。口縁内面

にもクシ描き波状文を施文し、頸部には 4~5 条の

凹線が廻る。 224も表面黄橙色を呈する底部片で、

内面にはケズリ痕跡がみられる。これらの溝の時期

は、壺223および他の溝との関連から弥生時代中期

後半頃と考えられる。

223 

L__-=—竺三/ 0 

224 

10cm 

o
i
 

序m Y=-34075.0 

X =-147498.5 

※スクリーントーンは擬以畦畔

第72図 弥生時代中・後期遺構配置、溝4出土遺物

1. 暗褐灰色粘質士

（溝3・4・5埋土）

2. 暗灰色粘質土

（溝2・4・5埋土）

3. 灰褐色粘質士

（溝 l埋土）

第73図溝l......, 5断面
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第2節 弥生時代中・後期の遺構・遺物

溝6(第72・74)

2区西端の島状高まり上で検出した。調査途中で壁面が崩落したため

底面まで調査できていないが、埋土は褐灰色粘質土で下層にいく程グラ

イ化が顕著で粘性も強い。また、東側壁面には杭を打ち込んだ痕跡がみ
225 

O・ 10cm 

られる。 225の弥生土器の底部は比較的上位で出士しているが、溝の時 第74図 溝6出土遺物

期は弥生時代中期後半から後期前半頃と考えられる。

ー

o
i
 

閉m Y=-34075.0 

第75図 弥生時代後期末洪水砂埋没遺構配置

島状高まり 3.5m 

X =-147498.5 

。
2m 

1. 黒灰色粘質士

2 • にぶい黄灰色微砂

3. 明黄色微砂

4. 明黄色粘性微砂

5. 白色微砂
6. 暗灰色粘質土（水田層）

第76図水田区画1----3、溝7断面

推定微高地肩部
↓ 

。
1. 褐灰色微砂

和 2. 暗灰色粘質士

3. 暗褐灰色粘質土

第77図水田区画 1、溝8・9断面

溝 7(第75・76、図版9-2・3)

2区中央の島状高まりの西裾で大畦畔との間に

弧を描いて検出した。埋土は二層とも洪水砂で、

底面海抜高は2.7mを測り、西側にある水田とほぼ

同一高である。水田耕作に関連する用水路として

機能していたと考えられるが、調査区内では水口

や樋門といった導水施設は確認されなかった。溝

の時期は弥生時代後期後半頃に掘削され、後期末の洪水によって埋没するまで機能したと判断される。

溝8・9(第75・77、屈版9-2) 

溝 8は、水田面で畦畔を切って検出した南北方向に走る浅い溝である。洪水砂で埋没しているが、

性格は不明である。溝 9は西側にある島状高まりの東裾で、溝 3上で検出した。この溝も洪水砂で埋

没しており、底面海抜高は2.6mを測る。溝3の埋没後に掘り返されて作られており、水田耕作のた

めの用水路として機能していたと考えられる。これらの溝の時期は、溝7と同様と判断できる。

溝10(第75・78、図版9-I) 

西側の島状高まり上で検出した。埋土は洪水砂で、底面海抜高は2.3mを測る。出士遺物が僅かな
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第5章沢田遺跡の調査

溝11
w 溝12

（溝18)
-

苓婆さを望：：とをさとき：—：ャ：.,.;-:-:-:::::: 妥：差：；•吝ピ：：—＿
．．唸裟裟姿裟3を合を告：涙．

••芝：；；忍；：,:,: 桑：，；：：；さささを葵；.:-.
---ー殺：妥桑全釜：芝苺：,:: 全ヘ・・...:.:: 硲這i喜言三乏

゜
2m l. 暗褐灰色粘性砂質土 3 • 褐灰色微砂（弥生後期末洪水砂） 5. 灰褐色粘性砂質土
2 . 灰褐色微砂 4. 褐灰色粘性微砂 6. 灰色粘性砂質土

第78図溝10,...,_12断面

ため掘削時期は不明確だが、溝7--9と同時期に機能していたと考えられる。

溝11・12(第75・78)

西側の島状高まり上で検出した。溝11の埋士は五層に分層でき、第 1--3層は洪水砂、第4・5層

は掘り返し以前の堆積土と考えられる。底面海抜高は2.5mで、底面から約20cmの高さに扶れがみら

れることから、機能時はこの位置まで水があったと推察される。溝12は溝6の埋没後に掘られ、洪水

砂で埋没している。底面海抜高は古墳時代の溝によって掘削されているため不明である。これらの溝

も弥生時代後期後半頃に掘られ、後期末の洪水によって埋没するまで機能していたと判断される。

(2) 水田

擬似水田畦畔（第72屈）

中央の島状高まりの東側、海抜約1.8mで帯状にマンガンの沈着を検出した。これらのうち畦畔2. 

3は弥生時代後期末の畦畔とほぽ一致するが、畦畔 1・4はマンガンの沈着面のみがみられる。いず

れも擬似畦畔と考えられるこ

とから、弥生時代後期後半頃

＼
 

竺 cb 

□豆_
匂DC 

A- 會）
g

“
~
ー
・

に畦畔を作り直して水田区画

を拡大したと推察される。

水田区画 1,,..._, 7 (第75・77

・80図、図版9-2) 

島状高まりと小畦によって

1 ----7区画に分割できる。小

畦は、床士面に15cm程の盛り

B宣 〇
'

~
 ~
 

，
夏

B-BK 
合

ぷ

2.77m 

い A'

B
 

2 h ． 
I 2 
='-

K正~e· 

l. 暗褐灰色粘質土

2. 明黄色微砂

0 10cm 一第79図水田区画 1 稲株痕跡平•断面 (1/6)

一S二 N

2.9in , ., 

N二 S

1. 暗灰色粘質土（粘性強）

2. 暗灰色粘質土

O 50cm 
~ 

第80図小畦断面
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第3節 古墳時代および古代の遺構・遺物

士をして作られており、耕作面からの比高差は検出時で約 7cmを測る。区画3----5は小畦に水口が確

認され、水田面上面の海抜高が北側の区画 3が僅かに高いことから水は北から南に流されていたと推

察される。水田の時期は、水田面が洪水砂で埋没していることと、遺跡周辺の調査例から弥生時代後

期末まで営まれていたと考えられる。

稲株痕跡（第79図）

弥生時代後期末の水田区画 1の上面で径4cm前後、深さ0.2--0.Scmの微砂で埋没した小ピット群を

検出した。これらは、小畦に平行し東西方向に列をなす。また、ピット C• kは中央に有機質の痕跡

と考えられる暗褐灰色粘質土がみられ、他遺跡の検出例から稲株痕跡と判断される。ピットの間隔は

東西10cm前後、南北ll----14cmを測り、これから推測すると作付けは約130本Imとなる。

(3) 島状高まり

2区の中央と西端で南北方向に検出した。また、 2区北東隅の士層断面の観察から、ここにも高ま

りが存在していたことが確認されている。中央の高まりは、弥生時代後期の擬似水田畦畔を検出した

面で、後期末の段階の裾より約2.5m東で裾の痕跡が平面的に確認された。このことから、後期後半

頃に島状高まりを掘削して水田域を拡張したと判断できる。

第 3節 古墳時代および古代の遺構・遺物

(1) 溝

溝13• 14 (第81・82図、図版9-4) 

弥生時代後期末の洪水砂上面の、 2区北東隅の高まりの裾で溝13、中央の高まりの東裾で溝14を検

出した。底面海抜高は、溝13が2.98mで溝14が3.04mを測る。溝14の底而には杭が打たれていた痕跡

がみられるが、深いものでも 5cm程の深さしかないため機能については明確でない。両者の時期は、

溝13は埋没した後に古墳時代前期包含層によって被覆されているが、溝14は包含層とほぼ同質• 同色

の埋士であることから、溝13が古墳時代初頭頃まで遡ると考えられる。

溝15• 16 (第81・82図）

弥生時代後期末の洪水砂上面で検出した。底面海抜高は、両者とも約2.8mで、溝16の埋土中には

＼
 

2区

。
tom 

X =-147498.5 

Y=-34075.0 

第81図 古墳時代前期遺構配置
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第5章沢田遺跡の調査

溝13

- .ll!!! 
sw奮 NE

1. 暗灰色粘質土

2. 灰色微砂

3.4m 

w冒冒冒戸..  ー／属伽疇E

溝14

1. 暗灰色粘質土

溝15 溝16

（溝22). (溝21) 3.2m 
SW—- ／い、

溝18
w 

1. 黒褐色粘性微砂 1. 暗褐灰色土

溝17 3.3m 2. 灰褐色粘性微砂 2. 暗褐灰色士（炭多含）

雪［戸悶褐色粘性微砂 1悶褐灰色砂質土：： ::  悶盟字

／ 
2. 灰褐色微砂

巌 3.灰色粘質土
2. 灰褐色砂質士 0 2m 

第82図溝13'""v18断面

炭が多量に含まれる。出土遺物が少ないため時期の詳細は不明だが、古墳時代後期の溝に切られるこ

とから古墳時代前半に機能していたと考えられる。

溝17・18(第81・82図）

2区西端で溝11・12を切って検出した。両者の底面海抜高は、溝17が2.8m以下で溝18が2.6mを測

る。溝17の埋士中で第 1層下面には炭が堆積している。溝の時期は出土遺物が少ないため詳細は不明

だが、埋土の状況から古墳時代前期頃に機能していたと推察される。

溝19・20(第83・84図）

調査区のほぽ中央に並列して検出した。底面海抜高は、溝19が2.65m、溝20が2.78mを測る。須恵

器杯蓋226は溝19の埋土第 1層中から出土した。天井部はヘラ切り未調整で、ロクロの回転方向は反

時計回りである。口縁部が残っていないが推定復元口径は15cm前後を測る。以上のことから溝19は6

世紀中頃に機能していたと推察され、埋土が同様な溝20もほぼ同時期と考えられる。

溝21・22(第83・84図）

溝 4の上層で溝16を切って検出した。底面海抜高は、溝21が2.7m、溝22が3.0mを測り、溝21は最低

1回の掘り返しが確認される。また、流路方向が溝19・20と溝22がほぼ一致している。出土遺物が少

ないため時期の詳細は不明だが、埋士の状況や流路方向から溝22が溝19・20と同時期で、溝21はそれ

よりやや新しい時期に機能していたと推察される。

溝23(第83・84図）

溝10の上層で検出した溝で、流路方向が溝19・20・22とほば一致する。底面海抜高は2.96m測り、

最低1回の掘り返しが確認できる。時期は流路方向から溝19・20と同時期と推察される。

乙
226 

。
10cm 

＼
 

ー

0 10m 
t 

Y=-34075.0 

X =-147498.5 

第83図 古墳時代後期遺構配置、溝19出士遺物
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第3節 古墳時代および古代の遺構・遺物

溝19 溝20SW. 一一
1. 灰褐色粘性微砂

2. 暗灰色粘質土

3. 褐灰色微砂

゜

1. 灰褐色粘性微砂

2. 灰褐色粘性微砂
2m 

一3. 青灰色粘質土第84図溝19,.._;,23断面

溝21・22 溝23

i~ 已1. 灰褐色微砂質土 2. 濃灰色砂質土
2. 暗青灰色粘質土
3. 淡灰色粘質土
4. 灰色微砂（溝22埋土）

1区

X =-147488.5 

＼
 

゜
10m 

X =-147498.5 

Y=-34075.0 

第85図古代遺構配置

溝24~26 (第85・86図）

1区で南北に流路方向をとって検出

した。 3条とも底面の凹凸が顕著で、

溝24・26は両肩の裾部分に杭状のピッ

トが密集する。底面海抜高は、溝24が

約2.7m、溝25が約3.0m、溝26が約2.5

溝24 溝25 溝26
3.5m 

1. 灰褐色粘質土

2. 灰オリープ色細砂

3. 白色粘性微砂（溝25埋土）

4. 灰白色細砂

5. 淡灰色粘性微砂（溝26埋土）

6. 褐灰色粘性微砂（溝24埋土）

7. 灰褐色粘性微砂

（溝24埋土、黒色粘土塊含）

□工／
227 

-----~--~-=} 

三／
231 

——-三二↑
~I 

232 

228 一— -1

229 

~-!} 
230 

233 

"=--~ 
234 

ゃ＝＝ゴ
235 
7
 

亨一丁ー7
236 

. - -

,-、.-. ,-
こ―l, --= 
） 

／
238 

2ヽ39 

←→ぺ？
240 

237 

'E_~ 
241 

＼ ~ 
242 
~~~ 

244 

。
10cm ＼

 243 

第86図溝24~26断面、溝25• 26出土遺物

＝こィ
245 
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第 5章沢田遺跡の調査

mを測る。いずれの溝も洪水砂で埋没しているが、

溝24・26がほぽ同時期で溝25が両者より新しい。土

器は、 227が溝25 、 235• 240が溝26から出士し、

それら以外は第2・3層中から出土した。これらの

士器から、溝は平安時代末の洪水で埋没するまでの

平安時代を中心に機能していたと推察される。

溝27・28(第85・87図、図版9-5) 

2区の東側で東西に流路方向をとって検出した。

溝28の西端は士城3によって切られるが、士層観察

から西は第85図のように閉じていると判断できる。

底面海抜高は溝27が約3.3m、溝28が約3.lmを測る。

両溝とも微砂で埋没しており、小片だがその中に

平安時代の士器が含まれることから、溝の機能時期

も同時期と考えられる。

溝29(第85・87図）

2区の西端で溝15の上面で検出した。断面皿状を呈して浅く、底面海抜高は3.2mを測る。出士遺

溝28 溝27 溝29

s麟冒m一ー瓢疇誓N

。
lm 

3.3m 

sw瓢疇言
1. 灰色砂質土

2. 灰色粘性砂質土

溝28 たわみ1
溝27

□ ~7二＼
246 247 

。
10cm 

第87図溝27-29• たわみ 1断面、
溝28• 29出土遺物

物は須恵器短頸壺247がある。時期は247から奈良時代以降と推察される。

(2) その他の遺構および包含層の遺物

たわみ 1-3 (第85・87・88図）

2区東半の海抜3.3m前後の暗灰色粘質土上面で、微砂で

埋没した不定形の浅いたわみを 3カ所検出した。これらの底

面は凹凸が顕著で、深さは 5cm程度である。時期は埋士の状

況から溝27・28と同時期と判断されるが、性格は不明である。

小ピット群（第85図）

たわみと同様に、暗灰色粘質土上面で径10cm前後のピットを多数検出した。ピットの埋土は微砂で

たわみ2 たわみ3

立 立
W霰笏笏笏グ昴E W霰／／肱勿／勿 E 

0 50叩一第88図たわみ2・3断面
中央に黒灰色粘質士のブロックがみられ、深さは 3

cm程度である。ピット群の時期は周辺の状況から平

安時代と判断できる。これらの性格としては、埋没

状況が弥生時代後期末の洪水砂で埋没した稲株痕跡

に近似していることから、平安時代の稲株痕跡の可

能性がある。

包含層の遺物（第89図）

遺構検出中に出士した遺物の中で、遺跡の時期を

示す土器を図示した。 248•249は6世紀中頃の須恵

器杯身、 250・251は奈良時代の須恵器高台付杯、 252

は古墳時代後期頃の士師器椀、 253• 254は平安時

代末の備前焼椀である。

~JJ 
248 

~)l 
249 

＼三三
250 

ヽ—=--=-=-==I--. ~ ーーノ
251 

252 

＼ 

~ 

。
10cm 254 

第89図 包含層等出土遺物
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第4節 中世以降の遺構・遺物

第4節 中世以降の遺構・遺物

(1) 水田（第90園）

海抜約3.5-3.4mで水田耕作に関連すると考えられる溝群を検出した。溝群の埋士は白色粘質土の

単層で、平均 1--2 cmの深さしかない。溝の長さには長短がみられるが、底面の状況については始点

と終点が中央部よりやや深い傾向が観察できる。水田面の時期は、溝などからの出土遺物に土師器高

台付椀片が含まれていることから鎌倉時代以降と判断される。

〇
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第90図中世遺構配置

土壊1
X =-147498.5 

(2) 土城

土壊 1(第90・91図）

調杏区南端で約半分を検出した。東西幅132cmの楕円

形を呈し、深さは検出面から32cmを測る。埋士は非常に

しまりの悪い暗灰色微砂の単層で、底面からは目釘穴の

ある長さ53cm、幅3x 4 cmのマツ属製の柄が出土した。

時期は、水田面よりは古く、鎌倉時代頃と考えられる。

土壊2(第90・91図）

士城 lに南側を切られた状況で検出した。東西67cm、

南北74cmの方形を呈す。深さは検出面から10cmを測り、

埋土は、粗砂で埋没している。管状土錘C9は埋土中か

ら出上した。また底面に自然礫がみられるが性格は不明

である。時期は、土堀 lとほぼ同時期と考えられる。

土壊3(第90・92図）

調壺区北側で検出した台形の土城である。規模は北辺

と東辺が切られているため詳細は不明だが、長さ170cm

前後と推察される。検出面からの深さは22cmを測り、埋

_ 3.6m 

言

＼
 

＠
畠

3.7m 

暗灰色微砂

。
第91図土堀 1 ・ 2 平• 断面、

土堀 1出土遺物
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士は二層でJ:.層に粘質士がみられるものの下層には微砂質土が

厚く堆積している。時期は出士遺物がないが、水田面より古く

鎌倉時代頃と考えられる。

(3) その他の遺構および包含層の遺物

図示した以外の遺構には、中世水田面の上層で検出した水田

面 1面がある。この水田面は厚さ約40cmの洪水砂で覆われてお

り、海抜約3.6mで南北方向の畦畔と耕作関連の溝群を伴って

検出された。溝は深さ 3cm前後で微砂で埋没している。また、

畦畔は水田耕作面から高さ 3cm程を測る。水田の時期は、洪水

砂中より備前焼小壺262や

肥前系陶磁器、燻し瓦など

が出士したことから近世後

半以降と判断される。

こニ 委 ~ 
255 260 

')----k—忽
l) 256 

261 

亡一仁＝芍

257 

~ '>=--=」斎
258 

262 

江＝」斎
259 

゜
10cm 

第93図 包含層等出土遺物

----.11 l 

3.5m 

二0 1m 

1. 灰色粘質土 2. 灰色砂質土

第92図土堀 3 平•断面

中・近世水田面を検出中

に中世以前の遺物が多数出土したが、小片が多く図化できる土器

は少ない。 255--..,260は、土師器高台付椀の底部である。底径は

それぞれ、 255は7cm、256は6.4cm、257は6cm、258・259は約

4.8cm、260が4.5cmである。 255,,.._,257は径が大きく高台の貼り付

け方も丁寧なことから鎌倉時代前半、 258--...,260は底径は小さい

が貼り付け方が丁寧なことから鎌倉時代後半と判断される。 261

は東播系須恵器の捏鉢で、室町時代前半に位置付けられる。

第 5節 遺構に伴わない遺物

第94図に士器以外の遺物を示している。 S26はサヌカイト製の二次加工のある剥片で、上下端に

ップレがみられることから楔と

◎
仇
@
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菖
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.
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I
Iーロ5

三

。

C28 

5cm 

第94図遺構に伴わない遺物

判断される。 S27は欠損が著し

いが、形状から緑色流紋岩製の

磨製石包丁と考えられる。 S28

は側面に敲打による挟りがみら

れる石錘である。 C10・C11は

中・近世水田層中から出土した

管状土錘である。

図示した以外に中・近世水田

層から鉄釘と鉄製のヤスと考え

られる鉄器、銘が不明な銅銭 1

点が出土している。
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第6章 ま と め

第 1節遺構について

本報告書掲載の 3調究地点は、いずれも弥生時代後期には水田が拡がる微高地縁辺にあたり、それ

以前は旧河道または微高地間の低位部であったと推測される。つまり、地勢的には縄文時代後・晩期

では生活に適する部分からわずかに離れた地点にあたると思われ、縄文時代の遺構は認められていな

い。しかし、縄文土器は二次堆積土中ながら、全体で6---7片の晩期土器のみ出士をみている。

弥生時代前期の遺構は、原尾島遺跡（百間川以西）の 8区でのみ、溝3条と土堀 l基が検出されて

いる。いずれも後期水田層下20--30cmで検出され、遺構の残存度からすれば上部を後期の段階で削平

されているものと思われる。また、遺構肩部の包含層中に比較的多くの前期士器片が認められ、さら

に包含層の拡がりが100m以上離れた 5区まで確認できることから、周辺にも前期遺構が存在してい

た可能性は高い。そのほか原尾島遺跡（百間川以東）では、 1B河道上位の堆積士中から多量の前期士

器片が出土しており、調究区の北東側のさほど遠くない部分にも前期の集落が存在していたことは間

違いない。そして、弥生時代前期中葉～後葉にかけて幹線河道の堆積が急速に進んだことは、前者で

は河道の底で海抜約1.5m、後者では同約2.4mを測り、この約100年間に約90cmもの自然堆積があった

ことから容易に推定できる。また、弥生時代前期～中期中葉は、原尾島遺跡（百間川以東）で大溝が

1条、同中期後葉は沢田遺跡で溝2--3条が認められるに過ぎない。

弥生時代後期は、末葉に襲った大洪水による堆積砂に覆われた水田の拡がりが、本調査区において

も例外なく認められている。参考までに、同時期の百間川低水路関連調究の原尾島分・沢田分（註 1)

の一部と周辺の岡山市道2か所の調査（註2a・2b)の水田遣構に、今回調査の水田遺構を加えて

第95図に示した。調究範囲内の黒色部分は微高地あるいは島状高まりや中・小の畦畔であり、同様の

水田景観の拡がりは第95図の範囲は言うに及ばず、東側の低水路等既調査部分でも約 2km先の百間川

今谷遺跡まで続いていることを考え合わせれば、東西約 3km、南北約 2kmの範囲を想定させる。

さて、それ以前の後期前半の水田の存在については百間川低水路の調査で部分的に層位確認がなさ

れているが、畦畔が上位の水田層に削平あるいは完全に重複していたりで、具体的には今ひとつ捉え

きれてはいなかった。今回の原尾島遺跡（百間川以東）の調究では、少なくとも 2面（水田 2・3)

が認められ、後期末水田（水田 4) を加えた 3面（断面では第52図の f---h層、第59図の18---20層）

の畦畔区画（第63--65図）は、それぞれが僅かにずれるもののほぽ同位置で検出されている。ただし、

水田 2は調査区の南西隅で水田の肩部が見られるのに対し、水田 3の肩部はもう l区画西に、水田4

はそれ以上西に拡がる。この状況は、後期中頃以降徐々に低位部から微高地の縁辺部、さらに微高地

上へと開田が進んだことを示し、この調査区で初めて後期水田を平面• 断面で段階的に捉えることが

できたものである。

古墳時代前期では、原尾島遺跡（百間川以東）の調査区で水田遺構（水田 5)が明らかになってい

る。これは、今回調究の原尾島遺跡（百間川以西）と沢田遺跡、そして一連の百間川遣跡群の調査で

も広い範囲でその存在が確認されている黒灰色～暗褐色の粘性微砂層であるが、それらの各調究地点
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第2節遺物について

思われるが、検出幅が狭く特定はできない。

古墳時代後期は、原尾島遺跡（百間川以西）で溝4条、原尾島遺跡（百間川以東）で柵列状遺構1

基と水田 2面、沢田遺跡で溝 5条が検出されている。溝については前期溝と同様である。また、柵列

状遺構は、百間川原尾島遺跡（註3)や南溝手遺跡（註4) と比較すれば、布掘り状の遺構の肩部ま

で残存するなど状態は良い。一説に道路（農道）の基礎構造の一形態との見方（註 5) もあるが、今

のところ県下の類似遺構に積極的な証拠が認められず、何ともいえない。また、水田は畦畔が真北を

基準にしたように東西南北方向に検出されていることから、条里の萌芽がこの時期にはすでにあった

ことを予測させる。

古代以降は、原尾島遺跡（百間川以西）の一部で奈良時代とみられる水田面や中世～近世の溝数条、

沢田遺跡で古代の溝数条とたわみなどと、中世の水田面や土城が3基ほどみつかっている。そのうち

中世水田の鋤痕跡が、真北を基準にした方向性に合致することから、条里制に組み込まれていたこと

を推測させるほかは、遺構が断片的でありとくに言及できる資料と成り得ていない。

第2節遺物について

本報告書掲載の調在地区出土の遺物は、調査屁が微高地端部から低位部にかけてであり、比較的狭

い範囲であったことなどから、総量でもコンテナ30箱足らずであった。そのうち、大半が弥生土器片

であり、そのなかでも原尾島遺跡（百間川以東）の溝 1(弥生前期～中期）とl日河道上位の包含層（弥

生前期）の土器片が大勢を占める。以下では、おもに弥生前期土器について、やや詳しく取り上げる。

縄文土器は全体で 6片出士しているが、いずれも後世の遺構や包含層へ混入した縄文晩期土器であ

る。口唇部下の外面に突帯をもつ 1• 70• 71 は沢田式（註 6) 期の深鉢、 72• 222は口縁端部の小

片なので断定しにくいが、舟津原式（註7)の新段階の浅鉢の可能性がある。ただ、 1は内傾接合で

なければ弥生前期土器とみたほうがいいかもしれない。

弥生前期土器は、おもに原尾島遺跡（百間川以西） 8区の溝や後期水田下位の堆積土中から10数片、

および原尾島遺跡（百間川以東）の旧河道上位の堆積士中や溝 1の最下層から1000片を越す量が出土

している。弥生前期土器の編年研究は、津島遺跡を始めとして門田遺跡、高尾遺跡、百間川遺跡、南

溝手遺跡などの出士遺物で試みられてきた（註8)が、いずれも士器の型式編年が主体で層位的な分

析がそれに伴うことは皆無に等しかった。今回の原尾島遺跡（百間川以東）の調在では、旧河道上位

の堆積土（後期水田 2の下位の堆積土）を I---珊層に分層し、その中がI・II層（遺物包含層）、

III・N層（無遣物層）、 V・VI層（遺物包含層）に大きく三分離が可能であり、そのことが判明して

のち、 V・VI層については掘り下げる過程で土器片の位置とレベルを記録し、整理・分析により第54

図のような結果を得た。ただ、 V層の±器量は10数片であり、大半はVI層の分布状況である。その具

体的な状況は、完形に屈示可能な 3点を除いては大半が小破片の散布であり、密度は調査区の北東半

が比較的高い。これは甕11 1の出土地点辺りが河道中央部分で、調査区東端が河道肩部に近いと推定

されることからすれば、北東側の微高地からおもに人為的な士器の廃棄が成された蓋然性が高い。ま

た、土器片の接合関係でいえば、最大で約6m離れた破片相互の接合が認められるが、いずれも河道

に直交する方向への分離であり、河道が南西方向に流下することを考え合わせれば、廃棄された状態

での現位置からあまり移動しない早い段階で埋没が進んだとみられる。
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＼引層出土土器は、壺では頸部あるいは肩部に削り出し突帯やヘラ描き沈線を 1-----3条線らせたり、

肩部の木葉文が特徴的である。また、一部に突帯および突起を持つ87・88もある：甕は口縁部がい

ずれも「く」の字で端部の大半に刻み目を施し、頸部下に 1---4条の沈線を繰らせるものが多い。な

かには沈線の間に刺突文を 1 条 (104) 、または 3 条 (102• 105)繰らせるものや、 2条の斜線文で

飾る103などもある。そのほか破片で個体数も少ないながら、鉢や高杯それに蓋などもあり、一応の

器種構成を備えている。

V層土器は出土数も少なく、またVI層との間に間層がなく分離が不完全であったきらいもある。

I -----Il層は、取り上げの段階での分離はできてはいないが、多少古い時期の甕133を除いて比較的ま

とまった資料を得ることができた。無頸壺128• 129では口縁部下外面に数条のヘラ描き沈線、円形

浮文あるいは刺突文を続らせ、壺130は肩部に数条のヘラ描き沈線を施す。甕は基本的に「L」字状

口縁をもち、口唇部に刻み目と体部上半に12--13条のヘラ描き沈線を施し、その下部に刺突文を饒ら

せるものもある。

以上の各層出土土器の特徴は、とくにVI層と I---dI 層との比較において古•新の差が顕著であり、

型式的には百間川遺跡群の編年に従えば、前者が百• 前・ n 、後者が百• 前 ・illに比定できる。

弥生中期土器は、おもに原尾島遺跡（百間川以東）溝 lの最下層および下層からまとまって出土し

ている。これらの土器は最下層・ 下層• 上層の三層に分割して取り上げたが、最下層と下層のそれぞ

れに包含される土器の器種構成に多少の違いが認められるものの時期に大差はなく、百間川遺跡群の

編年でいうと、百•中 ·Il の古と中段階の範疇で捉えられよう。ただ、上層については百•中 ·ID の
どちらかというと古い段階のようである。
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正岡睦夫他「弥生土器の様式と編年 山陽•山陰編j 木耳社 1992年

平井泰男他「南溝手遺跡 1」「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告J100 岡山県教育委員会 1995年など
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付載 1 原尾島・沢田遺跡出土の動物遺存体分析予報

岡山理科大学理学部 生物化学科講師

富岡直人

岡山県古代吉備文化財センターから鑑定依頼のあった、原尾島遺跡出上の動物遺存体22点、沢田遺

跡出土の動物遺存体6点の結果について報告する。

原尾島遺跡出土動物遺存体

動物遺存体が出土した遺構は大溝（百間川以東の原尾島遺跡の溝 I)が最も多く、弥生時代中期の

資料が 1点、弥生時代前期末の資料が19点、総計20点を数える。それ以外には、弥生時代前期末の包

含層から 2点が出士している。

表1 原尾島遺跡出土動物遺存体

番号 調査区 遺構名 層位 出士B 時期 種 類 部 位 LR 部 分 色調 重最(g) 備 考

1 3区 溝 l 下層 990816 弥•中 綱不明 不明 ？ 突起 白色 0.05 

2 3区 溝 l 最下層 990820 弥•前・末 魚類（硬骨魚綱） 不明 ？ 破片 白色 0.27 

3-1 3区 溝 l 最下層 990820 弥•前・末 哺乳類（小型） 椎骨 M 関節突起 茶褐色 0.06 

3-2 3区 溝 l 最下層 990820 弥•前・末 コイ科 尾部棒状骨 M 関節部 白色 O.Gl 

3-3 3区 溝 l 最下層 990820 弥•前・末 タイ科 前上顎骨 R 後位破片 白～黒色 0.13 

3-4 3区 溝 1 最下層 990820 弥•前・末 魚類（硬骨魚綱） 不明 ？ 骨幹部 白色 0.04 

3-5 3区 溝 l 最下層 990820 弥•前・末 ニホンジカ 臼歯 ？ 破冠部破片 白色 0.09 

3-6 3区 溝 l 最下層 990820 弥•前・末 魚類（硬骨魚綱） 顎を伴骨う（）犬歯状歯 ？ 破片 白色 0.02 

3~7 3区 溝 1 最下層 990820 弥•前・末 綱不明 不明 ？ 骨幹部 茶褐色 0.01 

3-8 3区 溝 1 最下層 990820 弥•前・末 綱不明 不明 ？ 骨幹部 白色 0.8 一括

4 3区 溝 1 最下層 990816 弥•前・末 エイ目 歯板破片 M 骨幹部 茶褐色 0.59 5点

5 3区 溝 1 最下層 990816 弥•前・末 ニホンジカ 上顎第 2後臼歯 R 歯冠部 茶褐色 計測不能 萌出途次、 1 
-1.5歳程度

6 3区 溝 l 最下層 990816 弥•前・末 ヤマトシジミ 殻体 R 殻皮 ノーマル 計測不能 土壌付き

7 3区 溝 1 最下層 990816 弥•前・末 魚類（硬骨魚綱） 腹椎 M 棘欠損 白色 0.21 

8 3区 溝 l 最下層 990816 弥•前・末 魚類（硬骨魚綱） 腹椎 M 棘欠損 白色 0.06 土壌付き

g 3区 溝 1 最下層 990816 弥•前・末 鳥類 四肢骨 ？ 骨幹部 白色 0.16 

10 3区 溝 1 最下層 990816 弥•前・末 魚類（硬骨魚綱） 不明 ？ 骨幹部 白色 0.07 

11 3区 溝 1 最下層 990816 弥・前・末 哺乳類（小～中型） 後頭顆 L 破片•関節部 白色 0.43 

12 3区 溝 1 最下層 990816 弥•前・末 粘上 貝殻圧痕 ？ 茶褐色 0.56 フネガイ科？

13 3区 溝 l 最下層 990816 弥•前・末 哺乳類（目不明） 不明 ？ 骨幹部 茶褐色 1.75 5点

14 1中区 弥•前・包 990713 弥•前・末 哺乳類（偶蹄目） 臼歯 ？ 破片 茶褐色 計測不能 士壌付き

15 1中区 弥•前・包 990713 弥•前・末 ニホンジカ 臼歯 ？ 破片 茶褐色 計測不能 士壌付き

ヤマトシジミ：溝 l最下層から殻皮のみが検出されている (No.6)。河口から河川の下流域あるい

は海岸に隣接する湖沼の汽水域に生息する種である。殻長は20mm程度であり、比較的大きい。

エイ目：歯板の破片が溝 l最下層から検出されている (No.4)。

タイ科：火を受け白色～黒色の色調を呈する右前上顎骨破片 (Nu3 -3)が、溝 1最下層から出土
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している。

コイ科：尾部棒状骨が溝 1最下層から検出されている (No.3 -2)。火を受け白色を呈している。

鳥 網：種と部位の特定できない骨格の骨幹部が検出されている (Nu9)。

ニホンジカ：臼歯の破片 (Nu3 -5、15)が溝 l最下層、第 2後臼歯 (No.5)が同じく溝 l最下層

から検出されている。

2 沢田遺跡出土動物遺存体

動物遺存体が出土した遺構は溝26が最も多く、 5点が検出されNo.3のみが南側溝から検出されてい

る。いずれも平安時代から鎌倉時代の所産と考えられる。出土した動物遺存体はすべて哺乳綱の歯牙

で、歯冠部のみが検出された。

表2 沢田遺跡出土動物遺存体

番号 h 調査区 遺構名 出土地点 層 位 出士日 時 期 璽量(g) 種類 部 位 備 考

1-1 1区 溝2針委出中 第7層（砂層） 990511 平安～鎌倉 11.25 ウマ 右下顎第2後臼歯 咬耗開始

1-2 1区 溝2針委出中 第7層（砂層） 990511 平安～鎌倉 5.3 ウシ 右下顎第3後臼歯 未萌出

1-3 1区 溝2針委出中 第 7層（砂層） 990511 平安～鎌倉 2.33 ウマ 右下顎第3後臼歯破片

I-4 1区 溝2針禽出中 第7層（砂層） 990511 平安～鎌倉 7.75 ウマ 臼歯破片 一括資科

2 I区 溝2&!食出中 第7層（砂層） 990511 平安～鎌倉 7.98 ウシ 左下顎第3後臼歯 未萌出

3 1区 南側溝 990511 平安～鎌倉 1227 ウマ 右下顎第1後臼歯 咬耗開始

ウ シ：右下顎第 3後臼歯 (No.1 -2)、左下顎第 3後臼歯 (No.2)、が溝26から検出された。いず

れも萌出途次あるいは未萌出状態と考えられ、幼～若獣に由来すると推定され、同一個体の可能性も

考えられる。

臼歯の咬合面の大きさと特徴から、小型の在来和牛の系譜を示す資料と考えられる。

ウ マ：右下顎第 2後臼歯 (No.1 -1)、右上顎第 3後臼歯 (No.I -3)、臼歯破片 (No.1 -4)が

溝26、右下顎第 1後臼歯 (No.3)が南側溝から検出された。特にNo.I -1とNo.3は比較的若齢の個体

に由来すると考えられ、さらに歯冠の一部のほぼ同じ位置に成長障害に起因する可能性のある＜びれ

が観察されることから、同一個体である可能性が高い。

臼歯の咬合面の大きさと特徴から、小型の在来馬の系譜を示す資料と考えられる。

以上、紙面の都合により種名表・参考文献等を省略した。
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付載2 原尾島・沢田遣跡の自然科学分析

両遺跡の弥生時代前期～古墳時代後期の周辺植生と農耕の有無等について検討するため、試料の分

析・ 同定をパリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、花粉分析・植物珪酸体分析・種実同定の結果と報

告を得た。紙面の都合もあり、次におもに結果のみ掲載する。

表 1 花粉分析結果
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図2 沢田 2区北壁の植物珪酸体群集
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ふりがな ふ り がな コー ド
北緯 東経 調査面積

調査期間 調査原因所収遺跡名 所 在 地
市町村i遺跡番号 0 , ,, 0 , ,, 面

原はら尾おじ島まい遺せ跡き
岡山県 332101 34度 133度 1994.11. 1~ 31 道路・ 交差

（百間川以西） 岡山市原尾島 40分 57分 11. 8 点の拡幅・

2甜 1995. 7. 1- 1,720 改良に伴う
12.31 工事

原はら尾おじ島まい遺せ跡き
岡山県 332101 ．． 34度 133度 1999. 4. 1~ 433 

（百間川以東） 岡山市藤原 40分 57分 8.31 
10秒 碑

沢さわ田だい遺せ跡き
岡山県 332101 34度 133度 280 
岡山市高屋 40分 57分

1濁 45秒

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺溝 主な遺物 特 記 事 項

原はら尾おじ島まい遺せき跡 集落 弥生時代 溝 5条 縄文土器 弥生前期包含層の士器を一部層位的に分類
生産遺跡 前・中期 土城 l基 弥生士器

（百間川以西）
士師器 古墳時代前期水田の発見

原はら尾おじ島まい遺せ跡き 弥生時代 士壊 7基 須恵器

（百間川以東） 後期 溝 21条 石器 真北を基準にしたと思われる古墳時代後期の

沢さわ田だい遺せ跡き
水田 前半 3面 木器 水田畦畔の検出により、条里の萌芽が予測さ

末 3面 士製品 れる。

稲痕跡 1か所

島状高まり 7か所

古墳時代 溝 15条

椙列状遺構 l基

水田 前期 1面

後期 2面

古代以降 溝 12条

たわみ 3か所

土壊 3基

水田 2面
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図版 1

原尾島遺踪（百間川以西）
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固版2

原尾島遺跡 （百間川以西）
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原尾島遺跡（百間川以西）
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回版4

原尾島遺踪 （百間川以西）
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回版5

原尾島遺跡 （百間川以西）
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回版6

原尾島遺跡（百間川以西‘
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回版7

原尾島遺跡（百問川以東）
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図版 8

原尾島遺踪 （百間川以東
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図版 9

沢田遺跡

溝10(北東から）
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図版10

原尾島遺踪 （百間川以東‘
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図版11 

原尾島遺跡 （百間川以東）
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図版12

原尾島遺踪（百間川以東） ・沢田遺踪
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